
ナ イ ト

芸

科
卒
。
『
饒

舌
家

ズ
ボ

ン
氏

の
話
』
(
一
九
三
〇

・九

「葡
萄
園
」
)

　
　
　

　
　

　
　

　

が
目

に
留
ま

り
、
泉

鏡
花

の
知

遇
を

受

け
た
。
人

生

の
哀
歓
を

描
く

の
に
長
じ

、

『鬼

に
雇

は
れ
た

A
法
学

+
』
(三
二
・
一　

「セ

ル
パ
ン
」
)
な

ど

は
、
そ

の
好

例
。
児
童

を
主

人
公

に
し
た

も

の
に

は

『
判
任
官

の
子

』

(三
七
)
、

『
二
階

の
な

い
学
校

』

(五
五
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(村
松
定
孝
)

　
　
　

　
　

　
　
　

ネ

　

と

ん
ち

話

監

防
　
笑

い
話

の
中

で
機

知

で
相

手

を

へ
こ
ま

す

と
ん
ち

話

の
・王
人

公
、
彦

一
や
彦

八
、

孫
八
、

ま
た
吉

四
六

な

ど
全
国

的

に
よ
く

知
ら

れ

て

い
る
。

封

建
的
な

身
分
社

会

の

中

で
地
位

も
財
産

も

な

い
底

辺

の
人

間

が
知
恵
を

働
か

せ
て
、

領
・王
や
名
主

、
庄

屋

、
町
衆

を

や
り

こ
め

た
り
、

仕
事
を

怠
け

た
り

す

る
。

と

ん
ち

話

の
主
人

公
は
特

定

の
地
域

の
中

で
実
在

の
人

物
と

し

て
語
ら

れ
る

こ
と

が
多

い
。

た
と
え

ば
江
戸
時

代

に
名

字
帯

刀
を
許

さ

れ
た
大

分

県
大

野
郡

の
庄
屋

、
廣

田
吉
右

衛
門

。
人
を

笑
わ

せ

る
術

に
た

け
、

民
衆

の
苦
し

み
を
救
う

人

物

で
あ

っ
た
。

こ

の
吉

右
衛

門

が
な
ま

っ
て

「
き

っ
ち

ょ
む
」
。

「
吉

四
六

話
」
と

は
、

こ
の
人
物

を
主

人
公

と
す

る

一
連

の
と

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

ん
ち

話

で
あ

る
。

ま

た
、
木

下
順

二

『
彦
市

ぱ
な

し
』

に
劇

化

さ
れ

た
、
彦

一
は
熊
本

県
。

「
さ

ん

に
よ
も

ん
話
」
(石
川
県
)
、

「
お

っ
ば
ら

せ
え

も

ん
話

」
(広
島
県
)
、
「
じ

ゅ
え

む

(重
右
衛

門
)

話
」
(東
京
湾
沿
岸
)
な

ど
、

各
地

に
、
身

近
な

話
と

し
て
語

り
伝

え
ら

れ
て

い
る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

(西
郷
竹
彦
)

ナ

　

内

木

文

英

練
磐

　

一
九

二
四
～
　
(大

13
～

)

劇

作

家
。

早
稲

田
大
学

文
学

部
卒

業
。

中
学

校
、

高
等

学
校

に
勤

め
、
多

く

の
戯
曲

を
発
表

。
高

校
演

劇

の
組
織

化
を

図

り
、

そ

の
代

表

者

と

し

て
活
躍
。

代
表

的

な
戯
曲

と

し
て

『
祝

い
日
』

『あ

る

死

神

の
話
』

『
か
げ

ぼ
う

し
幻

想
』

『
オ

リ
オ

ン
は
高

く
う

た
う
』

な

ど

が
あ

る
。
著

書

に
、

『劇

を

し
ま

し

ょ
う

』
(
一
九
五

一
)
、

『
内
木

文

英

一
幕
劇

集

』

(
六
九
)
、

『内

木
文

英

脚
本

集
』

(八

五
)
、

『私

は

ア
ヒ

ル
で
す

か
』
(
八
六
)
な

ど

が
あ

る
。
現
在

東
海

大

学
附

属
浦

安
高

校
長

。
同

望
星

高
校

長
。

全
国
高

等
学

校
演

劇

協
議

会
長

。
全

日
本

ア

マ
チ

ュ
ア
演

劇
協

議
会

副
理
事

長
な

ど
。　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(栗
原

一
登
)

　

ナ

イ

ト

　

エ
リ

ッ
ク

　
国
ユ
o
囚
巳
σq
畧

一
八
九

七
～

一
九
四

三
　

ア

メ
リ
カ

の
小
説

家
、
漫

画
家

。
イ
ギ

リ

ス
に
生

ま
れ
、

一

五

歳

の
時

に
、

ア
メ
リ

カ

に
移
住
。

故

郷

ヨ
ー
ク

シ

ャ
ー
を
舞

台

に
し

た
作

品

が
多

く

、
代

表
作

に
、
『
名
犬

ラ

ッ
シ
ー

』
(
一
九

四
〇
)
が
あ

る
。
ヨ
ー
ク

シ

ャ
ー

の
労

働
者

に
飼

わ
れ

て

い
た

コ
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ナ イ トウ ア ロ

リ
ー
犬

ラ

ッ
シ
ー

は
、
公

爵

に
買

い
取
ら

れ
、

ス

コ

ッ
ト
ラ

ン

ド

の
北
部

へ
連
れ

て

い
か
れ

る
。

し
か
し

、

四
〇

〇

マ
イ

ル
を

旅
し

て
、

つ
い
に
も
と

の
飼

い
主

の
と

こ
ろ

へ
た

ど
り

つ
く

と

い
う
感

動
的

な
犬

物
語

で
あ

る
。

一
九
四

三
年

に
は
映
画

化
も

さ
れ

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(桂

宥
子
)

　
内
藤

　

濯

熱

飛
,
　

一
八
八
三
～

一
九
七
七
(明

16
～
昭
52
)

仏
文
学

者
、

随
筆
・家

。
熊

本

市
生
ま

れ
。

東
京

帝

国
大
学

仏
文

科
卒

。
第

=
咼
等
学

校

、
東
京

商
大

、
昭

和
女

子
大

学

で
教

え

る
。
戦
前
文

部
省

児
童

図
書

推
薦

委
員
。
ラ
シ

ー

ヌ
、
モ
リ

エ
ー

ル
、

ボ
ー

マ
ル
シ

ェ
な

ど

フ
ラ

ン

ス
古
典

劇

の
訳
業

が
あ

る
。

ホサ

ン
ーー
テ
グ
ジ

ュ
ペ
リ

『星

の
王

子
さ

ま
』
(
一
九
五
四
)
の
訳

者

と

し
て
名
高

く
、

作
品

へ
の
愛

を

込
め

た
読

み
解

き
を

『星

の

王

子
と
わ

た
し
』
(六
八
)
に
ま

と

め
た

ほ
か
、

『
未

知

の
人

へ
の

返
書

』
(
七

一
)
、
遺

稿
集

『
星

の
王
子

パ
リ

日
記

』
(
八
四
)
が
あ

る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

(新
倉
朗
子
)

　
永
井

明

赫
隷

一
九

二

一
～
七
九

(大

10

～
昭

54
)

児

童

文
学

作
家
。

栃
木

県
佐

野
市

に
生

ま
れ

、
幼

児
小

児

マ
ヒ

に
か

か

り
歩
行

不
能

と
な

る
。
肢

体
不

自
由

児
施

設
柏
学

園

で
小
学

校

教
育
を

受
け

た
後

は
独
学

。
自

伝
的

小
説

『
終

り

の
な

い
道
』

(
一
九
六
九
)
に
よ

れ
ば

日
本

の
ド

ス
ト

エ
フ

ス
キ

ー
を

め
ざ

し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

て

い
た

こ
と

が
わ
か

る
。

キ
リ

ス
ト
教

児
童

文
学

の
作

家
と

し

て

『キ

リ

ス
ト
』
(
六
〇
)
、

『聖
書

の
伝

説
』
(六

一
)
、

『
聖

パ
ウ

ロ
』
(
六
三
)
、

『
聖

ア
ウ
グ

ス
チ

ヌ

ス
』
(六
四
)
、

『
私

の
心

の
イ

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

エ
ス
』
(
七
五
)
な

ど
、
聖
書

物

語
を
多

く
書

い
て

い
る
。
誠
実

な

作
風

で
あ

る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
山
智
津
子
)

　
永

井

萠

二

黥

い
　

一
九

二
〇
～
　

(大
9
～
　
)　

児
童

文
学

作
家

。
東
京

に
生

ま
れ

、
早

稲

田
大
学

文
学

部
社

会
学
科

卒
業

。

　
　

　
　

ホ　　
　　　　
　　　　
　　　　
　ホ

在
学

中
、
前

川
康

男
ら

と
早

大
童

話
会

で
創
作

に
励

む
。
学

徒

動
員

で
兵
営

生
活

を
経

た

の
ち
、

一
九
四

六
年
朝

日
新

聞
社

に

入
社

。

「週

刊
朝

日
」
で

『
山

び

こ
学

校

の
子

ど
も
た

ち
』
な

ど

を

ル
ポ
。

五
六
年

、
戦

後

の
浮
浪

児
を

描

い
た

『
さ
さ

ぶ
ね

船

長
』
で
サ

ン
ケ
イ

児
童

出
版

文
化

賞
受

賞
。

『
サ

ン
ア

ン
ツ

ン
の

孤

児
』
も

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

の
体

験
を

生

か
し
た

力
作
。

現
在

、

短
大

教
授

と
し

て
児
童

文
学

を

担
当
。
「
び
わ

の
実

学
校

」
同
人

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(砂
田
　
弘
)

　
永

井
鱗
太

郎

脇

か
ろ
う
　

一
九
〇
七
～
八
五

(明
40
～
昭
60
)

詩

人
、
劇
作

家
。
本

名
善

太
郎

。
福
井

県
金

津

町
に
生

ま
れ

る
。

福

井
師
範

卒
業
。

在
学

中

か
ら
詩

作

を
志

し
、

上
京
後

は
教

諭

の
か
た
わ

ら
詩

・
児
童

演
劇

の
分
野

で
活
動

し

た
。　

一
九
三

六

年

(至

一
九
四
八
)
「
子
供

町
童

話
劇

学
校

」
(
の
ち

に

「劇
団
子
供

町
」)
を
結
成

、

『萬

葉
集

の
頃

』
、

『ポ

ン
チ

絵

の

一
家

』
な

ど
を

発

表
。

四
四
年

に
小
学

校

を
退

職
、

以
後

文
筆

活
動

に
入

る
。

終

戦
後
新

劇

の
た
め

の

『教

育
組

合
』
(
四
六
、
戯
曲
座
上
演
)
や

長

編
童

話

『
太
陽

も

こ
ど
も

だ
』
(
四
九
)
な

ど
を

発
表

し
た

が
、

作

品
は

児
童
演
劇

・学

校
演

劇
を

本
領

と

し
た
。

『お
菓

子

の
て

が
み
』
(
四
八
)
、
『
あ

か

い
お
り

つ

る
』
(五

一
)
、
『
銀

い
ろ

の
雨
』

(五

一
)
な

ど
、
幼

年
劇
集

か
ら
中

学
校

劇
集

に
わ

た
る

幅
広

い

作

品
は
、
詩
人

と
し

て

の
鋭

い
感

覚

と
豊

か
さ

に
裏

づ
け
ら

れ
、
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ナ カ カ ワ カ シ

型

に
捕

ら
わ

れ
な

い
独
自

の
作

風
を

展
開

し

て

い
る
。

実
践

的

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

な

活
動

の
面

で
は

、

日
本

児
童

劇
作
家

協

会

(現
在
社
団
法
人

日

本
児
童
演
劇
協
会
)
の
設

立

に
参
画
、
ま

た

児
童
劇

脚
本

研
究

「
こ

ま

の
会

」
主
宰

な

ど
、

児
童
劇

運
動

の
啓
蒙

、

後
進

の
指
導

な

ど

に
精
力

的

に
貢

献
し

た
。
代

表
的

著
作

に

『
学
校

劇
十

ニ
カ

月

』

(五
三
)
、

『学

校
劇

図
説

』
(
五
八
)
が
あ

る
。

そ

の
ほ
か
歌

集

『
か
り

や
す

』
(八
四
)
。

『
お
月
さ
ま

を

た

べ
た
や

っ
こ
だ

こ
』

(
五
三
)
で
第

二
回
小
学

館

文
学
賞

受
賞

。

そ

の
ほ

か

日
本

児
童

演

劇
協

会
賞

、

日
本
児
童

文

芸
家
協

会
功

労
賞

な

ど
を
受
賞

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(栗
原

一
登
)

　
中

尾
　

彰

誘

悌
　

一
九
〇
四
～
　

(
明
37
～
　

)

洋

画

家

、

童

画
家

。
島

根
県

に
生

ま
れ
、

一
九

三

一
年

独
立
美

術
協

会

に

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

所

属
、

現
会

員
。

四

一
年
大

沢
昌
助

、
脇

田

和
ら

と

「
童

心
美

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

術

協
会

」
を

結
成

、
斯
界

に
画

期
的
新

風

を
送

る
。

四
六
年

「
日

本

童
画

会
」

の
創

立

に
参

加
後

進

の
育
成

に
当

た

る
。

か
た
わ

ら

、
東
京

書
籍

ほ
か

の
教

科
書

編
集
委

員

お
よ

び
月
刊

絵
本

「
こ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

ど
も

の
ま

ど
」

の
監
修

者
と

し
て
童

画

理
念

の
確

立
と
実

践

に

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

努

め
、

教
科

書

お
よ

び
児
童

図
書
数

百
冊

に
執
筆
。

と
く

に
坪

田
譲

治
と

の

コ

ン
ビ

で
知
ら

れ
る
。

第

四
回

小
学

館
絵
画

賞
を

受

賞
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(久
保
雅
勇
)

　

長
尾

　

豊

贓
霧

　

一
八
八
九
～

一
九
三
六
(明
22
～
昭
11
)

児

童

劇
作

家
、

児
童

文
化

研
究
家

。
東

京
浅

草

生
ま

れ
。
生
家

が

娼
家

だ

っ
た

こ
と
か
ら

父
親

に
反
逆

、

旧
制
中

学
を

三
年

で
退

学

し

、
独
学

で
英

仏

語
を
学

ぶ
。
尾

島
満

、

越
原
富

雄
な

ど
、

さ

ま
ざ

ま
な
筆

名

で
、
青

年
時

代

か
ら

、
創
作

、

翻
訳
、

雑
文

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

な

ど
を

精
力
的

に
執

筆
。

沼
波

瓊
音

に
俳
句

を
、
島

崎
藤

村
、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

蒲

原
有

明

に
詩

を
学

び
、

小

山
内
薫

に
師
事

し

て
脚
本
も

書
く

と

い
う

多
彩
な

活
動

を
す

る
。

青

山
杉
作

、
村

田
実

ら

に
よ

っ

て

一
九

一
二
年

に
創

設

さ
れ

た
新
劇

の
劇

団

と
り

で
社

に
参
加

し
て
、

俳
優

と
し

て
舞

台

に
も

立

っ
て

い
る
。

小

山
内
薫

の
著

書

と
し

て
刊
行

さ
れ

て

い
る

『
戯
曲

作

法
』
(
一
九

一
八
)
は
、
イ

ギ
リ

ス

の
ウ
ィ
リ

ア

ム

・
ア
ー
チ

ャ
ー

の
原
書

よ

り

の
翻
案

だ

が
、

そ

の
執
筆

に
協

力

し

て

い
る

な
ど

の
関
係

も
あ

っ
て
、
新

聞

社

や
映
画
会

社

に
小

山
内

の
推
薦

で
入
社

す

る
。

だ

が
、

ど

れ
も
長

続
き

し
な

か

っ
た
。

そ

の
代

わ

り
、

有
楽
座

子

供

デ
ー

の
た

め

の
脚
本

を
書

い
た

の
が
き

っ
か
け
と

な
り

、
子

ど
も

の

た
め

の
劇

や
、
お

話

に
関
す

る
啓
蒙

的

な
著

述
を

、
次

々
に
刊

行

す

る
。

そ
し

て
、

大

正
期

の
芸

術
自

由
主

義
教
育

運
動

と

と

も

に
盛

ん

に
な

っ
た
学
校

劇

運
動

の
後

を
受

け
た

、
昭

和
初

期

の
子

ど
も

の
た
め

の
お

話
や

演
劇

な

ど

の
文

化
活
動

に
刺
激
を

与

え

る
役
割

を
果

た
し

た
。

著
書

の
数

は
多

い
が
、
代

表
作

に

は
、
次

の
よ
う
な

も

の
が
あ

る
。
『短

い
対

話

と
小
さ

い
劇

』
(
一

九
二
七
)
、

『
お
話
あ

そ

び
と

小
さ

い
劇

』
(
二
八
)
、

『歌

と
お

話

の
戯
曲

化

の
仕
方

集

』

(二
八
)
、

『劇

と

お

話
教

育

問
答

』

(三

〇
)
、
『
伝
説

民
話
考

』
(
三
二
)
、
『
児
童

劇
指

導

の
実
際

』
(三
五
)
、

『
ら

く
だ

の
耳
-

幼
児

と
低
学
年

に
き

か
せ
る
お
話
四
十
四
篇
』

(四
三
)
な
ど
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(冨
田
博
之
)

　

中

川

霞

城

欝

捕

　

一
八
四
九
～

一
九

一
七

(嘉
永

2
～
大
6
)
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ナカカワマサ

俳

人
、
編
集

者
。
本

名

登
代
蔵

、
別
名

四

明
他
。
京
都

生

ま
れ
。

「
京
都

日

の
出
」

社
員

、
京
都

美
専
講

師

。

一
八

八
七
年

『
沙

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

漠

旅
行

物
語

』
で

ハ
ウ

フ
童
話

を
初

訳
。

九
〇

年

「
少
年

文
武

」

の
編
集

発
行

に
当

た
り

、
理
科

や
美
学

に
関
す

る
論

説

や
読

み

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

物

の
ほ
か
、

シ
ラ
ー

の
ウ

ィ
リ
ア

ム

・
テ

ル
、

グ

リ

ム

『木

の

　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

馬

』
な
ど
を

訳
出
。

「少

年
園
」
そ

の
他

に
も
執

筆
、

果

た
し

た

啓
蒙

的
役
割

は
大

き

い
。
主
著

『少

年
叢

書

・
理
科
春

秋

』

(
一

八
九
〇
)
、

『
少
年

狂
言

二
十

五
番
太

郎
冠

者
』

(九
二
)
な

ど
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(勝
尾
金
弥
)

　

中

川

正
文

懿

懿

　

一
九

二

一
～
　

(大

10
～

)

児

童

文

学
作
家

、

児
童

文
化
研

究

・
実
践

活
動
家

。
奈

良

県

の
浄
土

真

宗
寺

院

に
出
生
。

自
坊

の
児

童
会

で
童

話

・
童

謡

・
劇

な
ど

に

親

し
む
。

畝
傍
中

学

か
ら
龍

谷
大
学

専

門
部

入
学

。
東

光
敬

よ

り
児

童
文
学

、

法
村
康

之

に
現
代

モ
ダ

ン
バ

レ
ー

の
指
導

法

を

習
う

。

一
九
三

九
年
仏

教
児

童
博
物

館

に
入

居
、

上
原

弘
毅

か

ら
文

学

や
劇

の
指
導
を

受

け
る
。

四

二
年

臨

時
召
集

、

入
隊

。

敗
戦

に
て
復
学

、
四
九

年
宮

沢
賢

治
論

に
よ

り
卒

業
。
こ

の
間
、

三

九
年

に
童
話

作
家

ク

ラ
ブ
、

つ
い
で
新

児

童
文

学
集

団

に
参

　

　

ホ

加
。

「
新

児
童
文

学
」
別

冊

「
機

関
車

」
を

編
集

、

童
話

、
児

童

小

説
を
発

表
。

四
九

年
大
阪

児
童

文
化

社
記

者
。

五

〇
年
京

都

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

女

子
大
学

家
政

学
部

児
童
学

科
専

任
講

師
。

こ

の

こ
ろ
、
松

居

直

に
会
う

。
「
月
刊
児

童
文
学

」
を

編
集

発
行

し
、
福

音

館

の
「
母

　

　
　

ホ

の
友

」

「
こ
ど
も

の
と
も
」

に
作

品
を

発
表
。

翻

訳

に
も
着

手
。

五

八
年
第

一
回
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ
カ
作
家

会

議

に
参
加

、

タ

シ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

ケ

ン
ト
訪

問
。

五
七
年

よ

り
児
童

文
化

の
研

究

と
実
践

の
場

と

し

て
京
都

女
子
大

子

ど
も

の
劇
場

を

創
設
、

児
童

劇
団

・
合

唱

団
を

付

設
す

る
。

六

〇
年
大

型

ス
ク

リ
ー

ン
に
よ
る

影
絵

を
開

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

発
。

一
方

、
六

三
年

よ
り

弥
吉
菅

一
と
と

も

に
日
本

児
童

文
学

学
会

関

西
例
会

を
開

く
。

六
六
年

京

都
女

子
大
学

大
学

院

研
究

科

発
足

に
当
た

り
、

児
童
文

化
学

の
完
全

な
講
座

を
敷

く
。

八

六

年
定
年

退
職

ま

で
多
く

の
研
究

者

、
教

師
、
保

育

者
、

活
動

家

を
養

成
し

た
。
現

在
、
京

都
女

子

大
学

名
誉
教

授

、
後

進

の

指
導

の
か
た
わ

ら
善

教
寺

住
職

を
兼
務

。

主
著

『青

い
林
檎

』

(
一
九
四
九
)
。

絵
本

『
ご
ろ

は
ち

だ

い
み

ょ
う

じ

ん
』

(
六
八
)
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(斎
藤
寿
始
子
)

　
中

川
李

枝
子

臆
勢

わ
　

一
九
三
五
～
　

(昭

10
～
　
)　

児
童

文

学

作
家

。
札
幌

生
ま

れ
。

一
九

五
五

年
、

東
京

都
立

高
等

保
母

学

院
卒

業
。
学

生
時

代
、

児
童

文
学

同
人

誌

「
麦
」

の
同

人
と

な

り
、

の
ち
、

い
た
ど

り
グ

ル
ー
プ

を
結

成

し
て
同

人
誌

「
い

た
ど
り

」
を
発

行
。

デ

ビ

ュ
ー
作

『
い
や

い
や
え
ん

』

は

「
い

た
ど

り
シ
リ

ー
ズ

3
」

と
し

て
五
九

年

七
月

に
同
誌

に
発

表
さ

れ
た
。

同
年

、
美
術

家
中

川
宗

弥

と
結
婚

。
作

品

は
保
母

体
験

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
ホ

が
生

か
さ
れ

た

「
切

れ
味

の
よ

い
知
的

な
空

想
世

界
」
(
松
居
直

)

を

描
き

出
し

て
お

り
、

幼
児
を

対
象

と

し
た
創

作

が
中
心

。
処

女

作

『
い
や

い
や

え
ん

』
(
一
九
六
二
)
で

N
H

K
児
童

文
学

奨
励

賞

、
サ

ン
ケ
イ
児
童

出
版

文
化

賞
、
厚
生
大

臣
賞

な

ど
を
受

賞
。

想

像
力

豊

か
な
幼

児

の
日
常

生
活
を

ユ
ー

モ
ア
を
交

え

て
描
き

出
し

た
傑
作

で
あ

る
。
絵

本
作

品

が
多

い
が
、

中

で
も
実

妹
大

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ナ カサキケン

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

村
百

合
子

(六
六
年
に
結
婚
し
て
山

脇
百
合

子
と
改
名
)
の
絵

で
刊

行

さ
れ

た

「
ぐ

り
と

ぐ
ら

」
シ
リ

ー
ズ

や

『
そ
ら

い
ろ

の
た
ね

』

(六
四
)
は

好
評

で
あ

る
。
そ

の
ほ

か
、
『
か
え
る

の

エ
ル
タ
』
(
六

四
)
、

『
も
も

い
ろ

の
き
り

ん
』
(六
五
)
、

『ら

い
お
ん

み
ど
り

の

日
曜

日
』
(
七
〇
)
、

『森

お
ば

け
』
(
七
八
)
、

『
た
ん
た

の
た

ん
け

ん

』
(
八

一
)
な

ど

い
ず

れ
も

幼
児

に
人

気
を

得
て

い
る
。
ま

た
、

『
そ
ら

い
ろ

の
た
ね

』

が
六
八
年

度

版
小
学
校

国
語

教
科
書

二

年

生

用
に

登
場

し

て
以
来
教

科
書

で
も
お

な
じ
み

と
な
り

、
『
く

じ
ら
ぐ

も
』

(七

一
年
度
版

一
年
生
用
に
登
場
)
と

い
う

教
科
蝨
呈

日

き

下

ろ
し
作

品

も
人

気
教

材
と

な

っ
て

い
る
。　

(三
井
喜
美
子
)

　

中

勘

助

鴬

す
け
　

一
八
八
五

～

一
九
六
五
(
明
18
～
昭
40
)

小
説
家

、

詩
人

。
東

京
都

出
身

。
東

京
大

学
英
文

科

に
入
学

、

の
ち

国
文

科

に
移

り
同
科

を
卒

業
。

第

二
咼
等
学

校
時
代

か

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

夏

目
漱
石

の
教

え
を

受

け
、

鈴
木

三
重

吉
、
寺

田
寅
彦

と
並

ん

で
漱

石
門

下

の
三

羽
烏

と
も

い
わ

れ
た
。

が
、
彼

は
、
い
つ
も

文

壇

か
ら

は
離

れ

て
独
自

な
道

を
歩

き
続

け
た
た

め

に
、

孤
高

の

作
家

と
呼

ば

れ

て

い
る
。
処

女
作

『銀

の
匙
』

は
、

一
九

一
三

年

、
漱

石

の
推
薦

に

よ
り

「
東
京

朝

日
新
聞
」
に
連
載

さ
れ

た
。

評

論
家

の
丸

山
静

は
、

『銀

の
匙

』

の
内
容

に

つ
い
て
、

「
少
年

少

女

の
世
界

の
描

写

は
、

世
界

に
も

類

の
な

い
も

の
で
、

こ

の

一
作
だ

け

で
も
氏

の
名

は
文

学
史

の
上

で
不
朽

だ

ろ
う
」

と

い

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

で
り
ぱ
だ
っ
た

う

最
大

級

の
評

価
を

与
え

て

い
る
。

長
編

に
『
提
婆
達

多

』
、
随

筆

『街

路
樹

』
、
詩

集

『
飛
鳥

』
な

ど
が
あ

る
。

子

ど
も
向

き

に

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

う
ぐ
い
す

書

か
れ
た
も

の
に
、

『
ひ
ば
り

の
話
』
(
一
九
四
五
)
、

『
鶯

』
(四

五
)
、
『白

鳥

の
話
』
(四
九
)
な

ど

の
諸

作

が
あ

る
。
こ
れ
ら

の
作

品

か
ら

は
、
お

お
ら

か

で
静
か

な
作

者

の
心

が
伝
わ

っ
て
く

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(鈴
木
敬
司
)

　
長

崎

源

之

助

晦
麓

赭
け
　

一
九
二
四
～
　

(大

13
～
　

)　

児

童

文
学

作
家

。
横

浜
市

に
生
ま

れ
、
育

ち

、
現

在

に
至
る
。

旧
制

浅

野
総
合

中
学

校

五
年

生

の
時
腹
膜

炎

に

か
か
り

、
中

退
。

一

九
四

四
年
陸

軍
兵

士
と

し

て
召
集

さ
れ

、
華

北

へ
い
く
。

四

六

年

復
員

。
以
後
、
精

粉
業

、
古

書
店

、
文

房

具
店
、
化
粧

品
店

、

写
真

店
、
雑

貨
店

な

ど
、

さ
ま

ざ
ま
な

職
業

を

経

て
、

六
八

年

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

か
ら

児
童
文

学

の
創
作

に
専

念
す

る
。

そ

の
間

、
四

六
年

日
本

童
話

会

に
そ

の
創
立

と
と

も

に
入
会

し

て
、
童

話
、
童

謡

の
創

作

に
励

む

一
方

で
、

子

ど
も
会

を

つ
く
り

、
焼

け
跡

の
横
浜

を

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　　　　
　　　　　
　　ホ

子

ど
も
た

ち
と

と
も

に

紙
芝
居

や
人

形
劇

を

し
て
ま

わ
る
な

ど

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
ネ

の
活
動
を

行
う

。

四
九
年

平

塚
武

二

に
師

事
。

五

〇
年
佐

藤
さ

　
　

　

ホ　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　ネ

と

る
、

い
ぬ

い
と

み

こ
、
神

戸
淳

吉
ら

と
同

人
誌

「
豆

の
木
」

を

創
刊
す

る
。

五

六
年

『
ト

コ
ト

ン
ヤ

レ
』

で

日
本

児
童

文
学

者

協
会
新

人
賞

を
受

賞

。
六

八
年

『
ヒ

ョ

コ
タ

ン

の
山
羊

』

で

日
本
児
童

文
学

者
協

会

賞
を

受
賞

す

る
。

そ

の
作

風

は
、

自

ら

の
体
験

を
も

と

に
し

た
庶

民
的

リ
ア

リ
ズ

ム
と

い
う

べ
き
も

の

で
あ

る
。
描

か
れ

る

子
ど
も

た
ち

の
多

く

は
、
横

浜

の
小
さ

な

貧

し

い
町

に
住

み
、

そ

こ
で
、

生
き

、
悩

み
、
遊

ぶ

子
ど
も

た

ち

で
あ

る
。

長
崎

文
学

の
前

面

に

〈
庶
民

と
し

て

の
子
ど
も

群

像
〉

が
あ

る
と
す

る

な
ら

ば
、

そ

の
基
底

を
流

れ

て

い
る
も

の

は
徹

底
し

た

〈
戦
争

に
対

す

る
告
発

〉

の
精
神

で
あ

ろ
う
。

長

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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崎

は
、
戦
争

反

対
を

観
念
的

に
あ

る

い
は
声

高

に
叫

ぶ

こ
と
は

し
な

い
。

む
し

ろ
、
逆

で
あ

る
。

名
も

な
く

貧

し
く
生

き

る
普

通

の
人

々
と
そ

の
子

ど
も
た

ち

の
群
像

を
生

き
生

き

と
描
く

こ

と

に
よ

っ
て
、

そ

の
生
活
を

圧
倒

的

に
支
配

し
、

破
壊

し

て

い

く
大

き
な
力

と
し

て

の
戦
争

の
非
情

さ

を
際

立
た

せ

て

い
く

。

そ

こ
に
描

か
れ

る
子

ど
も
た
ち

の
生
活

の
実

在
感

は
確

か

で
あ

り
、

こ

の
流

れ

は

『あ

ほ
う

の
星

』

(
一
九
六
四
)
、

『
向

こ
う

横

町

の
お

い
な

り
さ

ん
』
(
七
五
)
、
『ト

ン
ネ

ル
山

の
子
ど
も

た
ち

』

(七
七
)
へ
と

つ
な

が

っ
て

い
く
。
自

分

の
生

ま
れ
育

っ
た
町

、
横

浜

の
戦

時
下

の
子

ど
も

た
ち

に
執
着

す

る

一
方

で
、
『
人
魚

が
く

れ
た
さ

く
ら

則
』
(
七
四
)
、
『魔

女

に
な

り
た

い
わ

た
し

』
(七
五
)

な

ど
、

現
在

の
子

ど
も

た
ち

へ
の
傾

斜
を

示
す

作

品
も
数

多
く

書

か
れ

て

い
る
。
ま

た
、

横
浜

の
自

宅

の

一
部

を
地

域

の
子

ど

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ

も

た
ち

の
た

め
に

開
放
、
家

庭

文
庫

「
豆

の
木

文
庫

」
を

主
宰

し

て

い
る
。

[
ヒ

ョ
コ
タ

ン
の
山
羊
]

砒
彩

タ
.　

長
編

児
童

文
学
。

一
九
六

七
年

。

こ

の
作

品

は
、
子

ど
も

た
ち

の

「
豚
池
」
で

の
海

賊

ご

っ

こ
か
ら

は
じ
ま

る
。

池
と

い

っ
て
も
屠

畜
場

の
汚
水

が
流

れ
込

み
、

ご

み
や
あ

き

か
ん
か

ら
猫

の
死
骸

ま

で
浮

い
て

い
る
汚

い

池

で
あ

る
。
そ

ん
な

池
を

め
ぐ

る
子

ど
も
集

団

の
対
立

と
葛

藤

を

生
き
生

き
と

し
た

イ

メ
ー
ジ

で
描

い
て

い
る
。

物
語

の
後

半

は
、

軍

隊
を

脱

走

し

て
逃

げ

て

く

る
朝

鮮

人

の
キ

ン
サ

ン
と

ヒ

ョ
コ
タ

ン

の
か

か

わ

り

へ
と

ス

ト
ー

リ
ー

は

展

開

し

て

い

く
。

戦
争

へ
の
告

発
を

、
子

ど
も

た
ち

の
日
常

の
ド

ラ

マ
の
中

で
、
実
在

感

を
も

っ
て
語

っ
て

い
く
。

長
崎

文
学

の
代
表
作

で

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(細
谷
建
治
)

　

中

里

恒

子

傭
璽

と
　

一
九
〇
九
～
八
七

(明
42
～
昭
62
)

小
説

家
。
本

名
恒

。
神

奈
川

県
藤

沢
市

生
ま

れ
。
神
奈

川
高

女
卒

業
。

一
九
二

八
年
処

女
作

『砂

上

の
塔

』
を
、

の
ち

『乗
合

馬
車

』

『鎖

』

『歌

枕

』
な

ど
発

表
、
多

年

に
わ

た
り
創
作

活
動

を
続

け

た
。

少
女

小
説

に
、

『あ

い
た
椅

子

』
(
一
九
四
二
)
、

『
お
見
舞

』

(四
三
)
、

『黄

金

の
手

』
(四
三
)
、

『
寄
宿

舎

に
て
』
(
四
四
)
、

『
春

の
鳥

』
(四
七
、

の
ち
改
題

『海
辺
の
少
女
』)
が
あ

り
、
社

会
的

な

視
点

か
ら
捉

え

ら
れ

て

い
る
。

ほ

か
に

『
か
ぐ

や
姫

』
(五

一
)
な

ど
。
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

(棚
橋
美
代
子
)

　

中

沢

逕

夫

純
鰭

わ
　

一
九
〇
五

～
八
五
(明
38
～
昭
60
)

小

説

家

。
東

京

生
ま

れ
。

法
政

大
学

経
済
学

部
卒

業
後

、

フ
リ
ー

ラ

イ
タ

ー

で
あ

っ
た
京
都

在

住
時
代

、

八
〇
枚

の
歴

史
小

説

『
調

練

兵

脱
走

』

(
一
千
円
懸
賞
小

説
当

選
作
、

「文
芸
春
秋

オ
ー

ル
読

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

ホ　　　
　　　　
　　　ホ

物
」
、
三
月
号
)
を
書

い
た
。
そ

の
前

に
博

文
館

や
実
業

之

日
本
社

の
少
年

少
女

雑
誌

に
少

年

小
説
を

発
表

し

て
お
り
、

当
選

を
機

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ホ

に
児
童

文
学

関
係

の
執

筆

が
増
え

た
も

の
と

思
わ
れ

る
。

日
本

児

童

文

芸
家

協

会

の
役

員

と

し

て

の
主

要

な
役

割

を

果

た

し

た

。

『敦

煌
物

語

』

(
一
九
八
五
)
は
絶
筆

遺
作

。　

　

(香
川

茂
)

　
中

島

孤

島

蒜

梵
ま
　

一
八
七
八
～

一
九
四
六
(明
11
～
昭
21
)

小

説
家

、
翻
訳

家

、
評

論
家
。

本
名

茂

一
。
長

野
県

生
ま

れ
。

一
八
九

九
年
東

京
専

門
学

校

(現
早
稲
田
大
学
)
卒

。
雑

誌

「新

小

説
」
の
海

外
文

壇
欄

を
担

当
し

、
外

国
文
学

の
紹
介

に
努

め

る
。
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自

ら
も

小
説

『
新
気

運
』
(
一
九
〇
六
)
を

書

い
た

が
、
反

自
然

主

義

運
動
を

起

こ
し

て
失
敗

し
文
壇

を

去
る
。

以
後

は
児

童

の
た

め

に
、
主
と

し

て
海

外
作

品

の
翻
訳

に
専

念
。
『沙
翁

物

語
』
(
○

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

三
)
な

ど
を
訳

出
す

る
。
畏

友
楠

山
正

雄

が
中

心
的

に
活

躍
し

た

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

冨

山
房

刊

『模

範
家

庭
文

庫
』
に

は

『
グ
リ

ム
お
伽

噺
』
(
一
六
)
、

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

『
西
遊

記
』
(
二
〇
)
、

『
続
グ

リ

ム
御

伽

噺
』
(二
四
　
岡
本
帰

一
・

久
米
修

二
装
丁

・
画
)
、

『
夕
張

月
物

語
』

(二
五
)
を

執
筆

。
多

く

は
原
文

の
再

話
で
あ

り
、

当
時

の
物

語
紹

介

の

一
般
的

姿
勢

が

　
　

　
　

　
　
　

　

う

か

が
わ
れ

る
。

坪
内
逍
遙

に
勧

め

ら
れ

『家
庭

文
庫

』

の
姉

妹

編

の

つ
も

り
で
物

語

風
に
事
実

を
伝

え

る

こ
と
を
意

図
し

た

『
こ
ど
も

世
界

歴
史

』
上

・下

(二

一
、
三

一
)
の
書

き
下

ろ
し

が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(鈴
木
千
歳
)

　
中

島

信

子

倣
舵

ま
　

一
九

四

七
～
　

(昭

22
～
　
)

児

童

文

学
作

家
。

長

野
県
大

町
市

に
生

ま
れ

る
。

東
洋
大

学
短

期
大

学

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

部

国
文

科
卒
。

大
学

時
代

山
本

和
夫

に
師

事
。
卒

業
後

、
出

版

社

な
ど

で
中
学

生
向

け

の
雑
誌

編
集

に
携

わ
り
な

が
ら

、
児

童

文
学

サ
ー
ク

ル

「あ

る
研

」
な

ど

で
創
作

活
動
を

行
う

。
少

女

時
代

の
揺
れ
動

く

心
を
、

現
代

の
社
会

を

背
景

に
生
き

生
き

と

描

き
、

同
世
代

の
読

者

の
共
感

を
呼

ぶ
。

・王
な
作

品

に

『薫

は

少

女
』
(
一
九
七
〇
　
北
川
千
代
賞
佳
作
入
賞
)
、

『
い
つ
か
夜

明
け

に
』

(七
八
)
、

『
水
色

の
ジ

ュ
ン
』

(八
〇
)
、

『白

い
物

語
』

(
八

　
　

　
　

　
　
　

ネ

五
)
な

ど

が
あ

る
。
日
本
児
童

文
学

者
協

会

の
理
事

を
務

め

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(谷
出
千
代
子
)

　
長

島
和

太
郎

霧

諜

　

一
九
〇
八
～
　

(明

41
～
　

)

童

謡

詩

人
。
栃

木
県

生
ま

れ
。
林

逸
雄

、
林
成

光
な

ど

の
筆
名

が
あ

る
。

宇
都

宮
大
学

卒
。

日
本

医
科

大
学

、

宇
都

宮
大

学
な

ど

に
勤

務

の
か
た
わ

ら
、
童

謡

・
詩

の
創
作

に
励

み
、

リ
ズ

ミ
カ

ル
な

幼

児
向

け

の
童

謡
を

数
多

く

発
表

し

て

い
る
。

『
親
ぶ

た
仔

ぶ
た
』

『
カ

ワ
イ

イ
ヒ

ヨ
コ
ち

ゃ
ん

』

が
代

表
作

。
童

謡
集

は

『
と
ん

ぼ
』

(
一
九
七

一
)
、

『
つ
る
ぎ

の

つ
ら
ら

』

(
七
六
)
な

ど
五
冊

。

ほ
か
に

『詩
人

野

口
雨
情

』
(八

一
)
な

ど

の
著
書

が
あ

る
。

日
本

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

定

形
詩
人

会
理
事

長

の

ほ
か
、

日
本

童
謡

協
会

な

ど

の
役
員

を

務

め
る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(畑
中
圭

一
)

　
中

谷
千

代

子

鰺

読
に
　

一
九
三
〇
～
八

一
(
昭
5
～
昭

56
)

絵

本

画
家
、

絵
本
作

家
。

東
京

都

に
生

ま

れ
、
東

京
美

術
学
校

油

画
科

、
梅

原
龍

三
郎
教

室

卒
業
。

一
九

六
三
年

よ

り

一
力
年

、

夫

と
滞
仏

。
絵
本

の
絵

に
、

『
ジ
オ

ジ
オ

の
か

ん
む

り
』
(
一
九
六

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

○
)
、

『
か
ば
く

ん
』
(六
二
)
な

ど

の
文

・岸

田
衿

子

と

の

コ
ン
ビ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ネ

や

、

『あ

め

こ
ん

こ
ん
』
(七

一
)
な

ど

の
文

・
松
谷

み
よ
子

の
『
ち

い
さ

い
モ

モ
ち

ゃ
ん

』
シ

リ
ー

ズ
。
絶

筆

は
、

『
し

ろ
き
ち

と

ゆ

き

』
(八

一
)
。
絵
本

の
絵
と

文

に
、
『
た

ろ
う

と

い
る
か
』
(
六
九
)
、

「
け
ん
ち

ゃ
ん

え
ほ

ん
」

シ

リ
ー

ズ

の

『
け

ん
ち

ゃ
ん

の
お
と

も

だ
ち
』
(七
五
)
な

ど
、
絵

本

の
絵

と
共

訳

に
、

『
ラ
オ

の
ぼ
う

け

ん
』
(
七

一
)
。
観
察

力

の
行
き

届

い
た

デ

ッ
サ

ン
と
調
和

の
と

れ

た
暖

か

い
色

調

の
絵
本

に
、

子

ど
も

に
向

け
ら

れ
た
優

し

い

ま

な
ざ

し
が
感

じ
ら

れ

る
。

「中

谷

千
代

子
絵

本

の
世
界
」
と
し

て
、

『詩
情

の
ど
う

ぶ

つ
た
ち

』
(
八
四
)
が
出

版
さ

れ
た
。

サ

ン

ケ
イ
児
童

出
版

文
化

賞
大

賞

(六
三
)
を

は

じ
め

と

し
て
、

種

々

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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の
賞

を
受

賞
。

外
国

で
も
出

版
さ

れ

て

い
る
。
　

　

(井
上
共
子
)

　
長

田
秀

雄

霧

批
　

一
八
八
五
～

一
九
四
九
(
明
18
～
昭
24
)

詩

人
、

劇
作

家
。

東
京

生
ま

れ
。
小

説
家

長

田
幹
彦

の
兄

。

独
逸

協
会

付
属

中
学

卒
後

、
明

治
大
学

な
ど

に
学

ぶ
。

一
九

〇

五
年

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

新
詩

社

に
入

り
、

「
明
星
」

に
詩
を

発
表

。

の
ち

木
下
杢

太

郎
、

　北

原
白
秋

ら

の

パ

ン
の
会

に
加
わ

る
。

九
年

に
は
、
杢

太
郎

、

白

秋
と
詩

誌

「
屋
上

庭
園

」
を
創

刊
。

同
年

に
自

由
劇

場

が
上

演

し
た

イ
プ

セ

ン
の

『
ボ

ル
ク

マ
ン
』
に
多
大

な

影
響

を
受

け
、

戯

曲

の
創
作

に
熱
中

す

る
よ
う

に
な

る
。

二
〇
年

、
代

表

作

と

な

っ
た

『大

仏
開

眼
』
を

発
表

し
好
評

を
博

す
。

三

四
年

新
協

　
　

　
　

　

ネ

劇

団
結

成

に
秋

田
雨
雀

と
参
加

、
幹
事

長

と
な

っ
て
進
歩

的
な

演

劇
運

動
を

推
進

し
た
。

児
童

文
学
作

品

は
、

一
九

年

ご
ろ

か

　
　

　
　

　

　
　　　　　　　　　　　　　　

ら

「金

の
船

日
金

の
星
」

「
赤

い
鳥

」
な

ど

に
童

話
、

童
話

劇
を

発
表
。

二

二
年

に
そ
れ

ら

の
中

か
ら

八
編

を
選

ん

で
、
大

正

期

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

の
児
童

文
学

シ

リ
ー
ズ

で
あ

る

『赤

い
鳥

の
本

』

の

一
冊

と

し

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

て

『鳥

追
船

』

の
書
名

で
出
版

。
長

田
秀

雄

は
、

「
お
伽

芝
居

」

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

か
ら

芸
術
的

に

一
段

と
高
め

ら
れ
た

大
正

期

の

「童

話
劇

」

で

活
躍

し
た
数

少

な

い
ひ
と
り

で
あ

る
。　

　
　

　

(五
+
嵐
康
夫
)

　

永

田

萠

靆

た

一
九
四
九
～

(昭

24
～

)

イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

ー
。

本

名
増

田
あ
け

み
。
兵

庫
県

加
西

市

生
ま

れ
。

一

九

六
九
年

成
安

女
子

短
期
大
学

意
匠

科
卒

業
。

七

三
年
産

業

デ

ザ
イ

ン
展

印
刷

美
術
賞

受
賞

、
七

五
、

七
六
年

全

国
商
業

美

術

展
連

続

入
賞
。

デ

ザ
イ

ン
事

務
所

を
経

て
七

六
年

よ
り

妖
精

村

チ

ー

フ
イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

ー
と
な

る
。

カ

ラ
ー
イ

ン
ク
を

用

い

た
鮮

や
か
な
色

彩

が
特
色

。

「
ワ

ン
ダ
ー

ブ

ッ
ク
」

「
ジ

ュ

ニ
ア

ラ

ン
ド

」
な

ど
幼

児
向

け
雑

誌

の
挿

絵

や
絵
本

も

手

が
け
る
。

『
妖
精

村
通
信

』
(
一
九
八
〇
)
、

『
コ
ス

モ
ス

・
パ
ー
ク

』
(八
四
)

な
ど
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(村
中
李
衣
)

　
中

田

喜

直

赫

擁
お
　

一
九

二
一二
～
　

(大

12
～
　
)

作

曲

家

。

名
は

、
正
し
く

は

〈
よ

し
た

だ
〉

と
読

む
。

作
曲

家
中

田
章

の

次
男

と
し

て
東
京

に
生

ま
れ

、
東

京
音

楽
学

校

ピ
ア

ノ
科
卒

、

橋
本

国
彦

そ

の
ほ
か

に
師
事
。

卒

業
後

作
曲

グ

ル
ー
プ

「
新

声

会
」

に
入

り
柴

田
南
雄

・
別

宮
貞

雄
ら

を
知

り
、

歌
曲

『
6

つ

の
子

供

の
歌

』
(四
七
)
や

『
マ
チ

ネ

・ポ

エ
チ

ッ
ク
に
よ

る

4

つ

の
歌

曲
』
(
五
〇
)
で
注
目

さ
れ

、
旺

盛
な

創
造

活
動

が
開

始
さ

れ

た
。

女
声
合

唱
組

曲

『
美

し

い
訣

れ

の
朝

』
(六
三
)
や

『
蝶
』
(
六

九
)
な

ど
で
芸
術

祭
奨

励
賞

を
受

賞

し

て

い
る
が
、
こ
と
に
充

実

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　　　　
　　　　
　　　

し

て

い
る

の
が
童

謡
作

曲

の
仕
事

で
、
五

五
年

に
磯
部

俶

・
大

中

恩
ら
と

新
し

い
子

ど
も

の
歌

の
創

造
グ

ル
ー

プ
「
ろ
ば

の
会
」

を
結

成
、

戦
後

の
童

謡

に

一
時

期
を

画
し

た
。
作

品
集

に

『
か

わ

い
い
か
く

れ
ん

ぼ
』

(五
五
)
、

『
め

だ

か

の
学

校
』

(八
七
)
な

　
　

　
　

　
　

ど

が
あ
り

、
サ
ト

ウ

ハ
チ

ロ
ー

と
組

ん
だ

『小

さ

い
秋

み

つ
け

た

』
や

『夕
方

の
お
か
あ

さ

ん
』
な

ど

の
曲

が
有

名

で
あ

る
。

歌

曲

で
は

『
雪

の
降

る

町
を

』
(内
村
直
也
作
詞
)
や

『
夏

の
思

い
出
』

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

(
高
田
敏
子
作
詩
)
が
人

口

に
膾

炙
。

一
九

七
九

年
よ

り

日
本

童

謡

協
会

の
会
長

を
務

め
る
。

兄

の
中

田

一
次
も

作
曲
家

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(司
　
明
生
)

　
中

西

芳

朗

赫

就

　

一
八
九

二
～

一
九
八

=

明
25
～
昭

56
)
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ナ カ ノシ ケハ

口
演

童

話
家
、
旅
行

文
学
家

。
本
名

芳

三
郎
。
奈
良

県
生

ま

れ
。

法
政

大
学

国
文

科
卒

。
奈

良
師

範
卒

業
後

地
元

の
小
学
校

長

を

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

経

て
大

正

の
中

ご
ろ

に
上
京
。

上
京

後

の
中
西
芳

朗

の
口
演

童

話
家

と

し

て

の
活

躍

に
は
、

目
を

み
は

る
も

の
が
あ

る
。

二
二

年

に
、

同
文

館

か
ら

『芳

朗

お
伽
噺

金
糸

雀

の
歌

』

『芳

朗
お

伽

噺

ベ

ニ
ス
ズ
メ
』
の
二
冊
を

出
版
。

「
白

い
花
お

伽
会
」
を
主

宰

し
、
全

国
各

地
を

行

脚
。

二

一
年

、
牛

込
区
柳

町

の
自

宅

に

コ

ド

モ
芸

術
学

園
を

創
設

し
、

遠
大

な

『学

校
家
庭

教
育

資
料

叢

書

』
を
企

画
、

『童

話
美

談
』
全

四
巻

、

『童

話
劇
集

』
全
五

巻
、

『
発

明
美
談

』

全

一
巻

な

ど
を
出

版
。

三
四
年

五
月

、
個

人
雑

誌

「童

話

の
研
究

」

を
創

刊
し
、

四

〇
年

ご
ろ
ま

で
発
行

し
、

戯

曲

(対
話
劇
)
、
評
論

な

ど
を
執
筆

。
ほ
か

に
、
自
分

の
子

ど
も

時

代

を
綴

っ
た

『
し

い
や
ん
物

語
』
(
四
三
)
、

お
話

の
仕
方

の
研

究
書

『童

話

の
仕

方
』
(
二
八
)
な

ど

が
あ

る
。

戦
時
中

に
徴

用

で

東
芝

の
福

祉
課

長
を

、
戦

後

は
都
庁

の
観

光
案
内
所

に
嘱

託

と

し

て
長
く

務

め
、
旅

行
文

学
家

と
し

て

の
ち
に

『西

国
巡

礼
紀

行
』

(七
四
)
な

ど
を
著

し

た
。　

　

　

　
　

　

　

(五
+
嵐
康
夫
)

　

長

沼

依

山

霧

綾

　

一
八
九
五

～

一
九
八
二
(
明
28
～
昭
57
)

口
演

童

話
家
。

埼

玉
県
本

庄

市

に
生

ま

れ
る
。

日
本

大
学

卒
後

東
京

大
学

の
研

究

生
と

な
る
。

浦

和
幼
稚

園
長
、

済
美
学

園

女

学
校

長

と
し

て
学

園
経

営

の
か
た

わ

ら
、

一
九

四
九
年

(昭

24
)

埼

玉
県

児
童

文
化

連
盟

を
組

織
し

、
郷

土

の
教
育

・
文

化

に
貢

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
し

献

す

る
。
一
九

年

浦
和

共
楽
座

の
子
ど
も

会

で
自

作

の
『
武
ち

ゃ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　

ん

の
が
ま
ぐ

ち
』

口
演

以
来

、

口
演
童

話
家
と

し
て
活

躍
。

久

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

留
島

武
彦

と
親

交
深

く
回

字
会

に
属

し
、

日
本

童
話
協

会

の
常

任

理
事
も

務

め
た
。

著
書

に

『愛

の
友

が
き

』
(四
六
)
、

『
親
心

子

心
』
(
一
九
五
八
)
の
ほ
か

『愛

の
花
束

』
、

『
二
宮
尊
徳

』
、

『野

冂
英
世
』

な

ど
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(川
上
春
男
)

　
中

野

重

治

眩
脇

る
　

一
九
〇
二
～
七
九

(明
35
～
昭
54
)

小
説

家

、
詩

人
、

評
論
家

。
福

井

県

に
生

ま
れ

、

四
高

か
ら
東

大
独

文

科

に
進

学

し

て

マ
ル
ク

ス
主

義
文

学

の
確

立
を

め
ざ

し
、
在

　
　

　
　

　

学

中

に
は
林
房

雄

ら
と

「
新

人
会
」

を
組

織

し

て
積

極
的

に
労

働

争
議

に
参

加
、

ま
た

「
日
本

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
芸

術
連

盟
」

の

中

央
委

員
と

し

て
活

躍
す
る

一
方

、
堀
辰

雄

ら
と
同

人
雑

誌

「驢

馬

」
を
創

刊

(
一
九
二
六
)
、

『夜

明
け
前

の
さ
よ

な
ら

』

『歌

』
な

ど
を

発
表

し
た
。

「
プ

ロ
芸

」
分
裂

時
、

久
板

栄

二
郎
、

千

田
是

也
ら

と
と

ど
ま

っ
て

以
後
中

心

メ

ン
バ
ー

と
し

て
活
躍

し
た

。

一
九

二
八
年

、
衆

議
院

普

通
選
挙

の
時

、
労

農

党

の
大

山
郁

夫

の
応

援

で
逮
捕

、
さ

ら

に
三

・
一
五
事

件

で
も
検

束

さ
れ

た
。

こ
の
年

「
戦
旗

」

の
編
集

に
携

わ
り
、

蔵
原

惟

人
と

「
芸
術

大

衆
化

論
争

」
を

半
年

間
続

け
た
。

三

〇
年

、
治

安
維

持
法
違

反

で
起
訴
、

豊
多

摩
刑

務
所

に
収

容
、

年
末

保
釈

出
所

、
さ

ら

に

再

逮
捕
懲

役

二
年
執

行
猶

予
五

年

の
刑
、

ま

た
三

二
年

に
治
安

維

持
法
容

疑

で
二
年

入
獄

し
た

。
以

後

『
村

の
家
』

そ

の
ほ

か

一
連

の
転

向

小
説
を

発
表

。
多

難
な

時
代

に
生
き

た
知
識

人

の

良

心

の
苦
悩
を

描

い
た
。

終
戦

直
後

、

「
新

日
本
文

学
会

」
を
結

成

し

た
。

評
論

に

『
斎

藤
茂
吉

ノ

オ
ト

』

が
あ

る
が

『
子
ど
も

の
た

め

の
文
学

の
こ
と

』
(四
七
)
を

は
じ

め
、
教
育

、
日
本

語

に

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ナ カ ノ ミチ コ

関
す
る

エ

ッ
セ
イ

も
多

い
。

戦
時

下

に
書

い
た

『
お
ば
あ

さ

ん

の
村
』

(五
七
)
は
着

実

に
前

向

き

に
歩

む

子

ど
も

の
日
常

生

活

　
　
　

　

ホ

を

描

い
た
生

活
童

話
集

で
あ

る
。

【参
考
文
献
】
浜
野
卓
也

『童
話
に
み
る
近
代
作
家

の
原
点
』
(
一
九
八
四

桜
楓
社
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(浜
野
卓
也
)

　
中

野

み

ち

子

純
診

　

一
九

二
九
～
　

(昭

4
～
　
)

児

童

文

学
作

家
。

埼

玉
県
熊

谷

市
生
ま

れ
、

一
九

四

六
年
熊

谷
高

女
卒

業

、
五

〇
年

埼
玉
大

学
教

員
養

成
科

修
了

、
現

在
ま

で
小
学

校

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

勤
務

。

六
四

年

「
児
童
文

化

の
会
」

入
会

、
井

野
川
潔

、

早
船

ち

よ

の
指

導

を
受

け
る
。

処
女
作

『海

辺

の

マ
ー
チ
』

(
一
九
七

一
)
は

長
編

の
問
題

作
。
『
先
生

の
お
と
お

り
だ

い
』
(七
三
)
、
『
七

つ
に
な

っ
た

け
ん
ち

ゃ
ん
』
な

ど

で
は
低
学

年

の
学

級
や
離

婚

の
問

題

に
お

け
る
児

童
を

軽
快
な

テ

ン
ポ

で
描
く

。
実

践
を

生

か

し
子

ど
も

の
本
音

を

か

い
ま

み
せ

る
。
　

　

　

　

(早
川
史
香
)

　
中

野

好

夫

誘

初
　

一
九

〇
三

～
八
五

(明

36
～
昭

60
)

英

文

学
者

、
評

論
家

。
愛

媛
県

道
後
生

ま

れ
。
東

京
大

学
英

文
科

を

卒
業

し
、

母
校

の
教

授
と

な

っ
た
が
、

一
九

五
三

年

に
辞
任

。

英
文
学

が
専
門

だ

が
、
研
究

視

野
が
広

く
、

翻
訳

、
伝

記
物

語

な
ど

を
手

が

け
る
。

し
か
も

野
性

的
な

庶

民
感
覚

を
有

し
、

鋭

い
社

会
批

判

に
も
定

評

が
あ

っ
た

。
児
童

文
学

の
翻
訳

が
あ

り
、

子

ど
も

向
き

の

『
ガ

リ

ヴ

ァ
ー
旅

行

記
』

(
一
七
二
六
)
を

は

じ

　
　

ホ

め
、

グ

レ
ー

ア
ム

の

『た

の
し

い
川

べ
』
(
一
九
〇
八
)
の
本

邦

初

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

訳
者

で
あ

り
、
英

語

か
ら

の
重
訳

で

は
あ

る
が
、

チ

ャ
ペ

ッ
ク

の
童

話
集

『
王
女
様

と

小
猫

の
話
』
(
四
〇
)
は

、
風
刺

性
を

生

か

し

、
リ

ズ
ミ

カ

ル
で
優
れ

た
翻

訳
文

体
と

し

て
評
価

で
き

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(原
　
　
昌
)

　

中

原
淳

一

誘

醐

ち
　

一
九

=
二
～
八
三
(大

2
～
昭

58
)

抒

情
画

家
。

女
性

雑
誌

の
編
集

者

と
し

て
、
第

二
次

世
界

大
戦

の

前
後

に
活

躍
、

一
世

を
風
靡

し

た
。
香

川

県

で
生
ま
れ

た

が
、

生
後

間
も

な
く

徳
島

に
移

り
、

そ

こ
で
育

つ
。

幼

い
こ
ろ
、

母

よ

り
香
川

県

の
古
く
美

し

い
話
を

絵
巻

物
を

見

る
よ
う

に
聞

か

さ

れ
て
過

ご
し

た
。

絵
を
描

く

こ
と

と
、
読

書

の
好
き

な
少

年

と
な

る
。

の
ち

上
京

し

て
日
本
美

術
学

校

へ
通
う

。
人

形
を

つ

く

る
こ
と

に
情
熱

を

燃
や

し
、
銀

座

で
個
展

を
開

く
。

そ
れ

を

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

き

っ
か
け

に
、

二
〇
歳

の
こ
ろ
、

「
少
女

の
友

」
の
挿
絵
を

描

く

　

　
　
　

　
　

　

よ
う

に
な

る
。
蕗

谷

虹
児

の
系
譜

は
感

じ
ら

れ

る
が
、
堅

い
線

の
美

し
さ

は
、

よ
り

モ
ダ

ン
で
し

か
も

精
神

的

で
あ

る
。

第

二

次
世
界

大
戦

が
敗

戦

に
終
わ

る
と

、
廃
墟

の
中

か

ら
立
ち

あ

が

り
、

ひ
ま
わ

り
社

を
主

宰
、

季
刊
女

性

誌
「
そ
れ

い
ゆ
」
、

月
刊

　

　
　
　

　
　

少
女
雑

誌

「
ひ
ま

わ
り
」

「
ジ

ュ
ニ
ア
そ

れ

い
ゆ
」
を

刊
行

、
若

い
女
性

や
少

女

に
美
と
夢

を
与

え
、

正

し
く

上
品
な

品
性

を
磨

く

た
め

に
心

血
を

注
ぐ
。

一
九
七

〇
年
雑

誌

「
女

の
部
」

を
創

刊

し
た

が
病

を
得

て

一
年

で
廃

刊
。

歿
後

に
画
集

『中

原

淳

一

画
集

』

(
一
九
七
五
)
、

『
中
原

淳

一
画
集

第

二
集

』

(七
七
)
が
刊

行

さ
れ

た
。　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(浜
田
け
い
子
)

　
永

松
健

夫

罅

携

　

一
九

一
二
～
六

=

大

2
～
昭
36
)　

紙
芝

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

居

画
家
。

『黄

金

バ

ッ
ト

』
を

一
九
三

〇
年
学

生

の
こ
ろ
、

加
太

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

こ
う

じ

と
と
も

に
描

い
た
。
街

頭
紙

芝
居

の

『黄

金

バ

ッ
ト
』

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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は
街

頭
を
席

捲

し
た

が
ピ

ー
ク

は
二
年

ほ
ど

で
あ

っ
た
。

四

七

年
単

行
本

と
し

て

『黄

金

バ

ッ
ト

・
ナ
ゾ

ー

の
巻

』

が
刊
行
さ

れ

る
と
全

国

に
広

ま

っ
た
。
『
黄
金

バ

ッ
ト

・
地
底

国

の
巻

』
『黄

金

バ

ッ
ト

・
天
空

の
巻

』
(四
七
)
と
続

き
、

四

八
年

「
冒
険

活
劇

文
庫

」
創

刊
号

か
ら

、
黄
金

バ

ッ
ト

誕
生

編
と

い
う

べ
き

『
ア

ラ

ブ

の
宝

冠
』
を

連
載

し

た
。

五
〇
年

『
科
学
魔

王
編

』
ま

で

続
く

が

こ
れ

は
未

完

で
終

わ
る
。
　

　

　

　

　

　

(石
子

順
)

　
中

村

雨
紅

鰺

沁
ら
　

一
八
九
七
～

一
九
七

二
(明
30
～
昭
47
)

童

謡
詩
人

、
教
育

者
。

本
名

高
井

宮

吉
。

八
王

子
市
宮

尾
神
社

社
務

所

に
て
生

ま
れ

る
。
青

山

師
範
卒

業
。

一
九

一
七
年
中
村

家

の
養

子
と
な

る

が
、

二
三
年
養

子

縁
組

み
を
解

消
。

第

二
、

第

三

日
暮

里
小
学

校

、
滝

野
川

小
学
校

、

厚
木
東

高
等
学

校

な

ど

で
教
鞭

を
執

る
。

一
八
年

ご

ろ
か

ら
詩

や
童

話
を
書

き

は
じ

め
、

児
童

の
情

操
教
育

に
も

力
を

入

れ
、

校
内
文

集
を

発
行
。

ま

た
教
壇

に
立

つ
か
た
わ

ら

日
本

大

学

高
等

師
範

部

(夜
間
)
に

も
学

ん

だ

(
一
九
二
四
～
二
六
)
。

童

話
童

謡
雑

誌

「
金

の
船

」
に
、

高
井

宮

の
名

で
投
稿

、
童

謡

『
お
星

さ
ん

』

『蛙

』
、
童

話

『
お

別

れ

の
先

生

の
話
』

(以
上

一
九
二

一
)
な

ど
入
選

。

こ

の
こ
ろ
、

ホ野

口
雨
情

と
出

会

い
深
く

傾
倒

し
師

事
す

る
。

著
書

に

『も

ぐ

ら
も

ち

』
(
二
三
)
、

『
中
村

雨
紅

詩
謡

集
』

(
七

一
、
二
五
九
編
収

録
)
、

歿
後

刊
行

さ
れ
た

本
と

し

て

『若

か
り

し

日
』
(七
五
)
、

『中

村

雨
紅
　

お
伽

童
話

第

一
集

』
(八
五
)
な

ど
あ

る
が
、

『
若

か

り
し

日
』

は
一
三
二
年

に
雨
情

の
序

文

つ
き

で
民
謡
集

と

し
て

発

刊
予
定

の
も

の
だ

っ
た
。
今

も
広

く
親

し
ま

れ

て

い
る
童

謡

に

『夕

焼
小

焼
』

『
ね

ん
ね

の
お
里

』
な

ど

が
あ

る
。

日
本

音
楽

著

作
権

協
会

会
員

、

日
本
詩

人
連

盟
相

談
役

な

ど
を

務

め
た
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(西
條
和
子
)

　
中

村

敬

宇

膀
膿

ら
　

一
八
三
二
～
九

=

天
保

3
～
明
24
)

明

治
初
期

に
活

躍
し

た
洋

学
者

、
教

育
家

、
文

学
博

士
。

幼
名

は

せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
み
な
　
　ま
さ
な
お

釧
太
郎

、

通
称

は
敬
輔

、
諱

を
正

直
。

敬

宇
は

号
。

江

戸
麻

布

に
生
ま

れ
昌

平
黌

に
学

び
、

一
八

六

二
年

(文
久
2
)
御
儒

者

と

な

っ
た
。
六

六
年

(慶
応
2
)
イ
ギ

リ

ス
に
留

学
、
六
入
年

帰
国

。

八

一
年

、
文

科
大

学

(東
京
大
学

の
前
身
)
教
授

。
か

つ
て
愛

読

し

た

ス

マ
イ

ル
ズ

の

『
セ

ル

フ

・
ヘ
ル
プ
』

を

『
西
国
立

志
編

』

(
一
八
七

一
)
と

し

て
翻

訳
出

版

、
当

時

の
立
志

青
少

年

に
影

響

を
与

え
た
。
そ

の
後

私
塾

同
人

社
を

設

立

(
七
三
)
、
学
生

の
門

下

数
千

に
及

ん
だ
。

さ

ら

に
訓
盲

唖
院

(七
五
)
そ

の
ほ
か
教

育

啓

蒙

活
動

に
力

を

注

い
だ
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(桑
原
三
郎
)

　

中
村

新
太

郎

誘

黎

う
　

一
九

一
〇
～
七
七

(明
43
～
昭
52
)

児

童
文
学

作
家

、
評

論
家

。
茨

城

県
北
相

馬

郡
小
文

間
村

(現
在

の

取
手
市
)
生

ま
れ
。

一
九
三

〇
年

茨
城

師
範

二
部

卒
業
。
郷
里

で

教
師

生
活

五
年

の
の
ち
、

上
京

し

て
出
版

社

で
働

い
た
。
戦

前

の
著
書

に
短
編

小
説
集

『
村

の
風
俗

』

(
一
九
三
六
)
、

『
教
育

文

学
論

』
(四
〇
)
が
あ

る
。
戦
後

は

日
本

共

産
党

茨
城

県
委
員

、
県

委
員

長
な

ど
を
務

め

た

が
、
五

五
年

ご

ろ
か

ら
著
述
業

に

入

っ

て
児

童
文
学

評
論

、

伝
記

、
歴

史
物

語
な

ど

で
活
躍

し
た
。

代

表
作

に
少
年

少
女

歴

史
小

説

『天

平

の
虹

』

(
七
〇
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
(来
栖
良
夫
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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中

村

星

湖

購
露

ら
　

一
八
八
四
～

一
九
七
四

(明
17
～
昭
49
)

小
説
家

。
本

名
将

為
。

山
梨
県

南
都

留
郡

河

口
湖
村

に
生
ま

れ

る
。
山
梨

県

立

一
中
を

経
、
早

稲

田
大
学

英
文

科
卒

業
。
「
早
稲

田
文
学

」

の
長

編
小
説
募

集

に
応
募

し

た

『
少
年

行

』
(
一
九
〇

七
)
が

一
等

当
選

と
な

り
、
文

壇

に
登
場

し

た
。
河

口
湖
畔

の
自

然
を

背
景

に
、

そ
こ

に
生
ま
れ

育

っ
た
少

年

の
織

り
成
す

人

生

ド

ラ

マ
を
、
堅
実

な
写
実

の
手

法

で
描

き

出
し

た
も

の
で
あ

り
、

の
ち

の
星

湖
文
学

の
基

調
と
も

な

っ
た
。

少
年

文
学

と

し

て
も

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

読

め
る
作

品

で
あ

る
。

一
九

一
六
年

、
相

馬
御

風

の
後
を

受

け

「早

稲

田
文

学
」

を
主
宰

し
、

評
論

面

で
活

躍
、

自
然

・王
義

文

学

運
動

の
担

い
手

の

一
人
と
な

る
。

彼

の
児
童

読

み
物

に

は
、

『
子
ど
も

聖
書

・
旧
約
物

語
』
(三
二
)
な

ど

の
ほ
か

、
翻

訳

に
粛

リ

ー

『
ピ
ー

タ
ー

パ

ン
』
(三

一
)
、

フ

ロ
ー

ベ
ル

『三

つ
の
物

語
』

　
　

　
　
ネ

(三
九
)
、

ス

コ

ッ
ト

『湖

上

の
美

人
』

(四
九
)
な

ど

が
あ

る
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(関
口
安
義
)

　
中

村
千
栄

子

臆
蠶

ら
　

一
九
三

二
～
　

(昭
7
～
　

)

詩

人

。

本

名
新

野
千
栄

子
。
新

潟
県
柏

崎
市

に
生
ま

れ
、

一
九

五
三

年

東
京

女

子
大
学

短
大
国

語
科
卒

業
。

童

謡

・
合
唱

曲
な

ど

の
作

詩
多

く
、

六
四
年

詩
曲

集

『
レ

モ

ン
の
海

』
、

七
六

年
童

謡
曲
集

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ホ

『
ツ

ッ
ピ

ン
と

び
う

お
』

(作
曲

・中

田
喜
直
他
)
、

八

三
年
詩

文

集

『わ

た
し

の
風
紋
』

の
ほ
か
、
優

れ

た
作

曲
家

と

の
協
力

に

よ

る
合

唱
組
曲

(女
声

・
混
声

・
少
年
少
女
)
の
楽
譜

が
多

数
出

版

さ

れ
、

よ
く
歌

わ
れ

、
芸
術

祭
優

秀
賞

、

日
本
童

謡
賞

特
別

賞

を

受
け

て

い
る
。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(宮
沢
章
二
)

中
村
慯
斎

募
隷

　
中

山
省

三
郎

誘

鑠

ぶ
ろ
う
　

一
九
〇
四
～
四
七

(明
37
～
昭
22
)

詩

人
、

ロ
シ

ア
文
学

者
。

茨
城

県
真

壁

町
に
生

ま
れ
、

早
稲

田

大
学

露
文

科
卒

。
郷

土

の
詩
人

横
瀬

夜
雨

の
影
響

で
十

代

よ
り

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

詩
を

書
き

は
じ

め
、

の
ち

北
原

白
秋

に
師

事
、
詩

集

『
縹

緲
』

(
一
九
四
二
)
、

『豹

紋
蝶

』

(
四
九
)
な

ど

が
あ

る
。

ロ
シ
ア
文

学

　
　

　
　

　

　

者

と
し

て
は
プ

ー

シ
キ

ン
、

ツ

ル
ゲ
ー
ネ

フ
な

ど

の
作

品
を

訳

し

て
名
訳

と
う

た
わ

れ
、

評
論

集

『露

西
亜

文
学

手
帖
』
(
四
八
)

も
あ

る
。
児
童

文
学

に
関

連
し

て

は
、
早
く

二

二
年

に
雑
誌

「
夕

焼

」
を
出

し

て
童
謡

を
書

き
、

ま

た
県
下

の
青

柳
小
学

校

の
児

童

自
由
詩

集

『蝙

蝠

の
唄
』
(
二
一
一)
の
出
版

に
尽
力

、
弟

妹

三
人

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

(中
山
み

つ
・
た
け

・
武
男
)
を
指

導

し
て

「
赤

い
鳥

」

児
童
詩

の

す

ぐ
れ

た
投
稿

者

た
ら

し
め

た
。　

　

　
　

　

　

　

(吉
田
定

一
)

　
中

山

晋

平

瀞

穩

　

一
八
八
七

～

一
九
五
二
(明
20
～
昭
27
)

作
曲

家
。
長

野

県
下
高

井
郡

日

野
村

(
現
中
野
市
)
に
生

ま
れ

る
。

一
九
〇

五
年
上

京
、

島
村

抱
月

宅

に
寄
寓

。
東
京

音
楽

学
校

予

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ナ シ

科

か
ら
本

科

ピ
ア

ノ
科
卒

業
。
一
四
年

抱

月
率

い
る
芸

術
座

『
復

活
』

の
劇

中
歌

『
カ
チ

ュ
ー

シ

ャ
の
唄
』

を
作
曲

。

二
二
年

最

初

の
童

謡
集

『
童

謡
小
曲

』
を

出

版
。
作

品
数

七
〇

〇
曲
を

数

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

え

る
大

正
童

謡

の
代
表

的
な
作

曲
家

で
あ

る

が

「
赤

い
鳥

」

に

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　

は

発
表

せ
ず

、
発
表

誌

は
「
コ
ド

モ
ノ
ク

ニ
」
「
少
女

の
友

」
「幼

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

年

の
友

」
な

ど
。

詩

は
野

口
雨
情

に
よ

る
も

の
が
最

も
多

く
、

　
　
　

　

　　　
　　　　　
　　　　
　　

つ
い
で
、
西

条

八
十
、

北
原

白
秋

の
順

と
な

る
。
旋

律

に
み
ら

れ

る

日
本

の
伝
統

的

な
音
型

に
加

え

て
、

口
語
詩

の
尊
重

、
ま

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

た

囃

子

こ
と
ば

の
多

用
は
童

謡
運

動

の
中

で
も
庶

民
性
、

土
着

性

の
強

い
作

曲
家

と

評
さ

れ
て
き

た
。

流
行

歌

の
作

曲

と
と

も

に

レ

コ
ー

ド
童

謡
を

生

み
、

童
謡

舞

踊
や
少

女
歌

手

の
出
現

に

も

働

き

が
あ

っ
た
。

・王
な
童

謡
作

品

に

『
ア
メ

フ
リ
』

『
雨
降

り

お
月

さ

ん
』

『砂

山

』

『証

城
寺

の
狸

囃

子
』
な

ど
が
あ

る
。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(若
林
百
合
子
)

　

中

山

知

子

誘

噸

　

一
九

二

六
～
　

(大

15
～

)

童

謡

詩

人
、

童

話
作
家

。
東

京

生
ま
れ

。

日
本
女

子
大
学

を
卒

業

し

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端

康
成

に
師
事

し
た
。

日
本

児
童

文

芸
家
協
会

、
詩

と

音
楽

の
会

な

ど

に
所
属

し

て
、
翻
訳

、
創

作

、
訳
詩

、
作

詩
な

ど
広

い
分
野

で
活

躍
し

て

い
る
。
平

明

で
か

つ
格

調

の
高

い
作

品

に

は

、
女

性

の
み
ず

み
ず

し

い
感

性

が
脈

打

っ
て

い
る

こ

と
で
定

評

が
あ

る
。
作

品

に
は
、
『
星

の
木

の
葉
』
(六
〇
)
、
『
夜

ふ
け

の

四

人
』
(
五
九
)
な

ど

の
創
作

、

ミ

ュ
ー
ジ

カ

ル
『
不
思

議

の
国

の

ア
リ

ス
』

な
ど

の
台
本

、

『
ピ

エ

ロ
の
ト

ラ

ン
ペ

ッ
ト
』

『
お

ん

ま

は

み
ん

な
』

な
ど

の
作
詞

多
数

。　

　

　

　
　

　

(片
岡

輝
)

　

ナ
ギ

ー
ビ

ン
　

ユ
ー

リ
ー

・
M
　
δ
冒
愚

ζ
昌
容
国
羞

=
碧
寧

O
臣

一
九
二
〇

～
　

ソ
ビ

エ
ト

の
作
家

。
シ
ナ
リ

オ
、
評
論

も
多

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ト
ル
　
ド

い
。
映

画
大
学

シ
ナ

リ

オ
学
部

卒
。

大

戦
中

は

「労

働
」

紙

の

従

軍
記

者
。
短

編
集

『
§

o
Q
奚

6
§

呈

ミ
亀
前

線

か
ら
来

た
人

』

(
一
九
四
三
)
で
認

め
ら

れ

る
。
中

・短

編
を

得
意

と

し
、
平

凡
な

人

々
、

農
民

、
兵

十
、

子
ど

も
を

主
人

公

に
、
人

の
日
常

的

な

感

情
、
自
然

と
人

間

の
関
係

を
生

き
生

き
と

描
く
。
『冬

の
か
し

の
木

』

(五
三
)
は
新

任
教

師

と
村

の
少

年

の
心

の
触

れ
合

い
を

描

い
た
秀
作

。

ほ
か

に

『カ

マ

ロ
フ
』
(五
三
)
、

『
こ
だ
ま

』
(
六

〇
)
な
ど
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(服
部
素
子
)

　

名

越

国

三
郎

魯

乱
ぶ
ろ
う

　
ナ
ジ

　
イ

シ

ュ
ト

ヴ

ァ
ー

ン

Hω
零
曾

Z
四
堕

一
九
〇
四
～

七
七
　

ル
ー

マ
ニ
ア

の

ハ
ン
ガ
リ

ー
語

系
作

家
。

ト

ラ

ン
シ

ル

ヴ

ア

ニ
ア
地

方

の
中

心
都
市

ク

ル
ー

ジ

ュ
の
出
身

で
、

第

二
次

大
戦
前

か
ら

労
働

運
動

に
参

加
。

同
時

に
小
説
家

と

し
て

ハ
ン

ガ
リ

ー
人
、

ル
ー

マ

ニ
ア
人

の
労

働
者

や

農
民

の
姿
を

大
河

小

説

に
描

い
た
。

児
童
文

学

の
代

表
作

『キ

ン
タ

横
町

の
少
年

た

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ナ ス タツ ソウ

ち
』
(
一
九
四
七
)
は
、
第

二
次
大

戦
末

期

の
ク

ル
ー

ジ

ュ
の
貧

民

街

に
生

き

る
少
年

た
ち
を

描

い
た
傑
作

で
あ

る
。　

(直
野

敦
)

　

那

須

辰

造

磐

ぞ
う
　

一
九
〇
四

～
七
五

(明
37
～
昭
50
)　

フ
ラ

ン
ス
文

学
者

、
児
童

文
学

作
家

、
能

楽
評

論
家

、
俳

人
。

和
歌

山
県

田
辺

に
生
ま

れ
る
。
一
九

二
九
年

東
京

大
学

仏
文

科

卒
業

、

第

一
〇

次

「
新
思

潮
」
同

人
と

な

っ
て
文

学
志

向

が
強
ま

る
。

「
文
芸

レ
ビ

ュ
ー
」
「
雄
鶏

」
な

ど

の
同
人

と
な

り
訳

業

に
創
作

に
活
躍

、
少

年

の
心
理
的

葛
藤

を
悲
劇

的

に
描

い
た

短
編

小

説

　

ボ
タ
ン

『
釦

つ
け
す

る
家

』
『鯛

舟
』

『次

郎
兵

衛
物

語
』

『哀

傷

日
記
』

が
あ
る

。
戦

後
間
も

な
く

愛
児

の
死

に
遭

い
虚

脱
状

態

に
陥

っ

た

が
福

士
幸

次
郎

に
励
ま

さ
れ

て
児
童

小

説
を
集

中

的

に
執
筆

す

る
。
中

で
も
愛

児
が
冒

険

に
あ

こ
が
れ

て

い
た
思

い
に
発
想

し

て
冒
険

と

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
テ

ィ
ー

の
結

合
を

め

ざ
し

た
代

表
作

『緑

の
十
字

架

』

(
一
九
五
五
　
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
受
賞
)
が

あ

る
。
訳

書

に
ト

ゥ
ド

ゥ
ー
ズ

『
か
も

め
隊

の
少

女
』
、

ジ

ョ
ル

　
　
　

ホ

ジ

ュ

・
サ

ン
ド

『
か
も
め

岩

の
冒

険
』
、
伝

記

に

『芭
蕉

物

語
』

『ナ

ポ

レ
オ

ン
』

『
ジ

ン
ギ

ス
カ

ー

ン
』

『葛

飾
北
斎

』

な

ど
数

十
巻

が
あ

る
。

同
人

誌

「
メ

ル

ヘ
ン

・
サ

ー
ク

ル
」
を

主
宰

、

実

践
女

子
大

学

教

授
、

日
本

児

童

文

芸
家

協

会

理

事

の
任

に

あ

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(滑
川
道
夫
)

　
那
須

田

稔

純
察

　

一
九
三

一
～
　

(昭
6
～
　

)　

児
童

文

学

作
家

。
静

岡
県
浜

松
市

生
ま

れ
。
幼

少
年

期
満
州

(現
中
国
東
北

地
区
)
に

て
過

ご
す

。
浜
松

西
高

を
経

て
東
洋

大
学

国

文
科

、
愛

知
大
学

中

国
文
学

科
中

退
。

そ

の
後

児
童

文
学

の
創
作

を
中

心

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

と
す

る
著

述
活

動

に
専
念

す

る
。
塚

原
健

二
郎

に
師
事

し

「
大

き
な

タ
ネ

」

の
編
集

に
携

わ
る

。
処

女
作

『
ぼ
く

ら

の
出

航
』

(
一
九
六
二
)
は
当
時

と

し
て

は
珍
し

く
、
支
配

者

日
本

が
、
被
支

配
者

に
逆

転
し

た
、

満
州

ハ
ル
ビ

ン
を
舞
台

に
、

日
本

少
年

山

崎

と
、
中

国
人

、
朝

鮮
人

少
年

お
よ

び
白
系

ロ
シ
ア
人

少
女

た

ち

の
真

の
国
際

連
帯

を
求

め
た
作

品

で
、
講

談
社

児
童

文
学

新

人
賞

(六
二
)
と
な

る
。

国
境

の
街

で

日
本

の
少
年

と
白

系

ロ
シ

ア

の
少
女

の
交
流

を

厳
し

い
世
相

を

背
景

に
描

い
た
抒
情

的

作

品

『
シ
ラ
カ

バ
と

少
女
』
(
六
五
)
は
、

日
本
児
童

文
学

者
協

会

賞

(六
六
)
と
な

る
。
さ
ら

に
昔
話

シ

リ
ー

ズ
『
お

と
ぎ
ぱ

な

し
』
(
六

七
)
は
、
毎

日
出
版
文

化
賞

(六
七
)
を
受

賞
す

る
。
那
須

田
稔

の

作

品

に
は

『土

の
童

子
』
(七
〇
)
、

『
小
さ
な

草

の
歌

』
(七
〇
)
、

『
雪
割

草

の
よ
う

に
』

(
七
二
)
、

『
で

い
だ
ら

ぽ

っ
ち
』

(七

一
)

な
ど

、
伝

承
な

ど
を
も

と

に
し
た

作

品
系
列

と

『
ぼ
く

ら

の
出

航
』
『
シ
ラ

カ

バ
と

少
女
』
『
砂
漠

の
墓

標
』
(八
〇
)
な

ど
自

伝
的

系

列

の
ほ

か

『
ひ

め
ゆ
り

の
少
女

た

ち
』
(七
〇
)
な

ど
ノ

ン
フ
ィ

ク

シ

ョ
ン
文

学

の
系

列

が
あ

る
。
児

童

文

学

界

に
登

場

し

て

早

々
か
ら

ヒ

ッ
ト

作
品

に
恵
ま

れ

た
作
家

那
須

田
稔

は
、

今

は

郷

里

に
帰
り

出
版

人

に
変

身

し

て
、
ひ
く

ま

の
出

版
を

興

し
た
。

作

家
と

し

て
も
捲

土
重
来

を
期

し

て

い
る
。　

　
　

(代
田

昇
)

　

那

須

正

幹

懿

も
と
　

一
九

四

二
～
　

(昭

17
～
　
)　

児

童

文

学

作
家
。
広
島

市
生

ま
れ

。
島
根

農
科

大
学

林
学

科
を

卒
業

し
、

商

事
会

社
勤
務

を

経

て
、
家

業

の
書

道
塾
を

一
〇
年
間

手
伝

う
。

こ

の
間

、
広
島

児
童

文
学

研
究

会

に
参
加

す
る

と
と
も

に
、
実

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ナ ツ メ ソ ウセ

　
　

　

姉

の
竹
田
ま

ゆ
み
と
同

人

誌

「
き

ょ
う

だ

い
」
を

刊
行

し
た
。

第

二

回
学

研

児

童
文

学

賞

に
入

選

し

た
現

代

の
宝

探

し
物

語

『
首

な
し
地

ぞ
う

の
宝

』
(
一
九
七
二
)
の
刊

行
以
後

、
異
色

の
戦

争

児
童

文
学

『
屋
根

裏

の
遠

い
旅
』
(
七
五
)
、

シ

ョ
ー
ト

シ

ョ
ー

ト
集

『少

年

の
ブ

ル
ー

ス
』
(七
八
)
、
少

年

た
ち

の
心
理
と

行
動

を

追
求

し
た

『
ぼ
く

ら

は
海

へ
』
(
八
〇
)
、

「原

爆

の
子

の
像
」

を

巡

る
ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
『
折
り

鶴

の
子
ど
も

た
ち

』
(八
四
)

な

ど

が
代
表

的
な

作
品

で
あ

る
。

一
方

、

エ
ン
タ

ー
テ
イ

ン
メ

ン
ト

に
属
す

る
作

品
も

多
く

、
中

で
も

『
そ
れ

い
け
ズ

ッ
コ
ケ

三

人
組

』
(七
八
)
以

下
、
三
人

の
少

年

の
日
常

と
冒
険

を
さ

ま
ざ

ま

な

テ
ー

マ
と
手

法

で

ユ
ー

モ
ラ

ス
に
展
開
す

る
ズ

ッ
コ
ケ
三

人

組

シ
リ
ー

ズ

は
、
す

で

に

一
〇

冊
を

超
え
、

膨
大

な
読
者

を

獲

得
し

て

い
る
。

そ

の
多

彩

な
活
動

か

ら
、
現
代

を
代

表
す

る

作
家

の

一
人

と

い
え
る
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

(長
谷
川

潮
)

　
な

ぞ

な

ぞ

　

「
な

に
は
な

(ん
)
ぞ
」
と
問

い
か
け

て
、
相

手

に
答

え
さ

せ

る
言

語
遊
戯

は

、
世

界
各
地

で
各
様

の
発

達
を

遂

げ

た
。

日
本

で
も
、

早
く

八

世
紀

の
藤
原

浜
成

の
歌
論

書

『
歌

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

よ
ね
つ　
　
ふ
る

経
標

式
』
に
、

「
鼡

の
家

(穴
)
米

搗
き
篩

ひ

(粉
)
木

を
伐

り

て
引

　

き

き
鑚

り
出

だ
す

(火
)
四

つ
(し
)
と

い
ふ

か
そ
れ
」

と

い
う

歌

の

な
ぞ謎

が
み
え

る
。

「
あ

な
恋

ひ
し
」
が
隠

し

て
あ
る
。

一
〇

世
紀

の

『枕

草
子

』
や

『小

野
宮

右
衛

門
督
家

歌

合
』

に
も
、

な
ぞ

な

ぞ
合

わ

せ
が
行

わ
れ

た

こ
と

が
み
え

る
。

こ
れ
ら

は
新
作

謎

の

競
作

だ

が
、
既

成

の
謎

で

の
遊

び
も
盛

ん

に
な

っ
た
。

一
六

世

紀

の
世

に

『後

奈
良

院
御

撰
何

曽
』
の
名

で
知

ら
れ

て

い
る

『な

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ほ
し
み
る

ぞ
た

て
』
は
、

濡

れ
文

(問
)1

乾

海
松

(答
)
[乾
し

て
見

る
]
の

よ
う
な

二
段

構
造

だ

っ
た

が
、
近

世
中

期

に
は
、
何

は
な

ん
ぞ
、

答

は
な

に
、

そ

の
こ

こ
ろ

は
?
と

説

明
す

る

三
段
構

造

の
、

ひ

ね

り

の
か

か

っ
た

も

の
が
流

行
し

、
現
在

で
も

落
語

や
漫
才

に

盛

ん

に
使
わ

れ

て

い
る
が
、

「
オ

ス
ト

ア

ン
デ
ー

ル
」
(饅
頭
)
の

よ

う
な

外
国

語
を

ま
ね

た
単

純
な

し

ゃ
れ
も
出

て
き

た
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(益
田
勝
実
)

　

夏

目

漱

石

哲
脇

き
　

一
八
六
七
～

一
九

一
六

(慶
応

3
～
大
5
)

小

説
家
。
本

名
金

之
助

。
江
戸
牛

込

(現
東
京
都
新
宿
区
)
の
生

ま

れ
。

一
八
九

三
年
東

京
大

学
英

文

科
を
卒

業
。
第

一
高

等
中

学

校
時

代

に
正
岡

子
規

を
知

り

終
生
親

交
を

結
ぶ
。

松

山
中
学

、

第

五
高
等

学
校

の
英

語
教

師
を

経

て
、

一
九
〇

〇
年
イ

ギ

リ

ス

に
留
学
。

帰
国

後
、

東
大

で
そ

の
成

果
を

「
文
学
論

」

「
文
学

評

論
」
と

し
て
講

じ
た

。

か
た
わ

ら

『吾

輩

は
猫

で
あ

る
』

『漾

虚

集
』

の
諸

短
編

、

『
坊

つ
ち
や

ん
』

『
草
枕
』

な

ど
を
〇

五
年

か

ら

〇
六
年

に

か
け

て
次

々
と
発

表
、

一
躍
文

名

が
あ

が

っ
た
。

〇

七
年
朝

日
新

聞

に
入
社

し
職

業
作
家

と
な

っ
た
後

は

、
『
三

四

郎
』

(
一
九
〇
八
)
、

『そ

れ

か
ら
』

(〇
九
)
を

経

て
し
だ

い
に
知

識
人

の
内

面
を

倫
理

的

に
追
求

す

る
傾

向

を

強
め
、

『
門
』

(
一

〇
)
、

『行

人
』

(
一
二
～

=
二
)
、

『
こ

・
ろ
』
(
一
四
)
、

『道

草
』

(
一
五
)
、

『
明
暗
』
(
一
六
)
な
ど

の
作

品
を
残

し
た
。

洗
練

さ

れ

た

ユ
ー

モ
ア
、

鋭

い
文

明

批
評
性

、
潔

癖
な

倫
理
感

は
、

国

民

作

家

と
し

て
幅
広

い
支

持
を

受

け

て

い
る

が
、
『
吾
輩

は
猫

で
あ

る
』

や

『
坊

つ
ち
や

ん
』

は
児
童

の
読

者

に
も
根

強

い
人

気

が

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(石
崎

等
)

　

奈

街

三
郎

純
舘

う
　

一
九
〇
七
～
七
八
(
明
40
～
昭
53
)

童
話

作

家
。

本
姓

山

田
。

仙

台
市

に
生
ま

れ

た
が
東

京

で
育

つ
。
東

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

京

商
業

学
校

卒
。

雑
誌

「
童

話
」

に
投
稿

、

一
八

歳

の
時

犬
を

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

主
人

公

に
し
た

一
〇
枚

の
童

話

『
二

つ
の
生

活
』

が
小

川
未

明

選

に
よ
り

一
位

入
選
。

以
後

、
未

明

に
師
事
す

る

。

一
九

二
五

　

　

ホ

年
、

「
新
興

童
話
作

家
連

盟
」
の
結

成

に
参
加
。

三

一
年

、
幼
年

　

　
　
ホ
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　

雑
誌

「
コ
ド

モ
ノ
ク

ニ
」
の
編
集

長

に
就

任
。

そ

の
後

、
「
コ
ド

　

　
　

　
　
　

　

ホ
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　ホ

モ
ノ
ヒ

カ
リ
」
、

「
お

話

の
木

」

(
小
川
未
明
主
宰
)
、

「
こ
ど
も

ペ

ン
」
と

編
集
者

生
活
を

続

け
な

が
ら
創

作

に
励

む
。

三
七
年

、

第

一
童

話
集

『
海

へ
行

っ
た
靴
』

を

刊
、
続

い
て

『
か
た

つ
む

り

の
旅

』

(
一
九
四
二
)
、

『
ハ
サ
ミ

と
よ
う

ふ
く

や

』

(四
八
)
、

『
と
け

い
の
三
時
く

ん
』

(五
八
)
を

世

に
送

っ
た

。

そ

の
作

品

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

は
、
ω

子

ど
も

の
日
常
生

活

に
題

材

を
と

っ
た

生
活

童
話

、
②

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

動

物

や
道
具

を
擬
人

化

し
た
寓

話
風

幼
年

童
話

、
㈹

風
刺

を
交

　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

え
た
抒

情
性

の
あ

る

メ

ル

ヘ
ン
に

分
類

で
き

る

が
最

も
才

能
を

発
揮

し
た

の
は
幼
年

童

話

で
あ

る
。

都
会

風

の
感
覚

と

シ

ニ
カ

ル
な

人
生

観
を
導

入
し

幼
年
童

話
を

児
童

文
学

の

一
ジ

ャ
ン

ル

に
ま

で
高

め
た
。

五

二
年

に
は
、
第

一
回
小
学

館

児
童

文
化
賞

を
受

賞
。

晩
年

は
宗
教

団
体

の
創

価
学

会

に
入
会

し
児

童
文
学

の
友

人

か
ら
離

れ
、
同

学
会

の
創

立
者

、
牧

口
常

三
郎

、
戸

田

城

聖

の
開
設

し
た
学
習

塾

に
題
材

を
と

っ
た

『小

説
時

習
学

館
』

(
七
三
)
を
書

い
て

い
る
。
な

お
、
第

二
次
大

戦
中

は
、
筆

名
を

や

め
作
品

発
表

に
当
た

っ
て
本

名
を

用

い
た

が
戦
後

は
も

と

に
戻

し

た
。

[と
け

い
の
三
時

く

ん
]

藩

い
@
ん
　
幼

年
童

話

の
代

表
作

。

一

九

五

八
年
。

時
計

を
時

間

の
集
合

体

で
あ

る
ビ

ル
デ

ィ

ン
グ

に

み
た

て
、

そ

の
中

の
住

民

の

一
人
三
時

く

ん

の
失
敗

を

軽
快

な

文

体

で

ユ
ー

モ
ラ

ス
に
描

い
た

短
編
。

三
時

く
ん

は
猫

の
ト

ム

公
と

ネ
ズ

ミ

の
婚
礼

に
出

か
け

、

そ
こ

で
寝

込

ん
で
し

ま

い
午

後

の
三
時

を
鳴

ら

せ
な

い
。
「
三
時

が
な
か

っ
た

か
ら

子
供

が
み

ん
な

お
や

つ
を

わ
す

れ

て
く
ら

し
ま

し
た
。

こ
ん
な

こ
と

は
あ

と

に
も
さ

き

に
も

こ

の
日

一
に
ち

だ
け

で
あ
り
ま

し

た
。
」
と
作

品
を

結

ん
で

い
る
。
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
(塚
原
亮

一
)

　

滑

川

道

夫

鶺

肋
わ
　

一
九

〇

六
～
　

(明

39
～

)

児

童

文

学
研

究
家

、
教

育
学

博

十
。

秋

田
県
湯
沢

市

に
生
ま

れ
る
。

一

九

二
六
年

秋

田
師
範

、

三

八
年

日
本
大
学

国
漢

科
卒
業

。

成
蹊

学

園

に
勤

務

(至

一
九
六

一
)
、
同

校
主
事

、
学
園

教
育

研
究

所
長

を

歴
任
。

読

書
指

導

の
実
践

的
研

究
を

は
じ

め
る
。

文
部

省
児

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

童

図
書

推
薦

の
調

査

委
員

、

「
教
育

科
学

研

究
会

」

(
城
戸
幡
太

郎
)
言

語
部

会

に
所
属

し

て
、

国
語
教

育
、

児
童
文

化

・
文

学

の

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

研

究

に
取

り
組

む
。

戦
時
統

制

期

に
は

「
日
本

少
国

民
文

化
協

会

」
文

学
部

に
所
属

し
、

戦
後

は
作
文

教
育

、
読
書

教
育

、

児

童

文
化

・
文

学

の
面

で
業

績
を

残
し
、

学
校

図
書

館
運
動

の
草

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

創
期

に
は
先

導

的
役

割
を

果
た

し
た
。

一
方

、
山
本

有

三

の
も

　

　
　

　
　
　

　
ホ

と

で
少
年
雑

誌

「
銀
河
」
の
初
代

編
集
長

(
一
～
五
号
)
と

し

て
活

躍
。

六

一
年
よ

り
東

京
教

育
大

学

・
お
茶

の
水
女

子
大
学

な

ど

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

で
戦

後
最

初

の
児
童

文
学

講
義

を
担

当
し

た
。
ま

た
、

日
本

児

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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童

文

学
学
会

の
創
立

(六
二
)
に
尽
力

し

、
第

二
代

目

の
会

長

と

な
る

。
そ

の
間

野
間
児

童
文

芸
賞

・
小

学
館

文
学

賞

・
芸
術

選

奨

文

部
大
臣

賞
文

学
部

門
な

ど

の
選
考

委
員

を
歴

任
。

戦
前

期

か
ら

児
童
文

学
資

料

の
収
集
家

と

し

て
も
著

名

で
あ

る
。

著
書

に

『
と

し

ょ
か
ん
』
(
五
〇
)
、

『
鐸

つ
づ
り
方

作
文

全
集

』

一
〇

巻

(五
五

サ

ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化
賞
)
、

『
子
ど

も

の
詩

の
教

室

』

(六
三
)
、

『児
童

文
化

論
』

(
七
四
)
、

『桃
太

郎
像

の
変

容
』

(
八

一　

毎
日
出
版
文
化
賞
)
、
作

品

に

『
野

口
英

世

』

(
七
二
)
、

『行

動

半
杢

二
〇

〇
メ
ー

ト

ル
』
(六
七
)
、
『
手
旗
信

号
』
(七
二
)

な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(浜
野
卓
也
)

　

奈

良

絵

本

鴬

え
　
室

町
後

期

か
ら

近

世

は

じ

め

に

か
け

て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

流

行

し
た

肉
筆

彩
色

の
絵

入
り
本

。

お
伽
草

紙

の
物
語

絵
巻

を

詞
と

画

で
交

互

に
出

て
く

る
冊
子

本

に
仕

立
て
た

新
形

式

の
も

の
。

一
作

品

が
二
な

い
し
三

冊

の
薄

い
本

か
ら
な

る
も

の
が
多

い
。
大

型
縦

本

や
横
本

が
主

で
、
の
ち
中

型
縦

本
も

出

て
き
た

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

た

と
え

ば

『
文
正

草
子
』
は
、

絵
巻

物

か
ら
奈

良
絵

本

に
な
り

、

墨

絵
木

版

の
御
伽

文
庫

に
も
な

っ
て

い
る
。
絵

巻
物

の
純
大
和

絵

を
や

や
簡

略
化

し
た
奈

良
絵

と
呼

ば

れ
る
画

風

に
近
く

、
奈

良
絵

本

の
名

が

つ
い
た

の
は

明
治
時

代

に
な

っ
て

か
ら

で
、
奈

良

の
絵

仏
師

が
手

が
け

た

の
で
は
な

い
。

画
も
素

朴

で

こ

の
形

式
最

古

の
も

の
と
さ

れ

る

『花
鳥

風

月
』

は
、

詞

・
画
と

も

に

飛
鳥

井
栄

雅
卿

の
息

女

一
位

の
局

の
作

と

さ
れ

、
草

創
期

の
作

者

の
社
会

的
階

層
を

う

か
が
わ

せ
る

が
、
多

く

は
京

都

の
草

子

屋
や

絵
屋

が
手

が
け

た
と

み
て
よ

い
だ
ろ
う

。
木

版

印
刷

の
御

伽
文
庫

の
流

行
後

衰

退
し

、

ご
く
少

量

が
公
卿

や
大

名

の
姫
君

の
た

め

の
賞

玩
物

と

し

て

つ
く

ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

(益
田
勝
実
)

　

奈
良
島

知
堂

驚

孔
ま
　

一
八
九
二
～
　

(明
25
～
　

)　

口
演

童

　

　
　

　
　

ま
さ
　み

話
家
。

本
名

正
三

。
東

京
本

所
生

ま

れ
。

口
演
童

話
家

か
ら

趣

味

講
演
家

と

し

て
独
自

の
話

芸
を

確

立
す

る
。
青

山
師

範
卒

業

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

ホ

後

日
本
大

学

に
学

ぶ
。

一
九

一
九

年
教

員

生
活
を

退
き

口
演

童

話

に
専
念

。

品

の
あ

る

講
談

調

の
話
法

は
少

年
少

女
ば

か
り

で

な
く

幅

の
広

い
聴
衆

層
を

も

つ
。

と
く

に
家

の
光

協
会

の
講

師

と

し

て
数

年
間

巡

回
口
演

を
続

け

る
。

六
九

年
喜

寿
を

迎
え
講

演
活

動

か
ら
引

退
す

る
。

主
な

話

材

「湯

川
博

士

の
少
年

時
代

」

「
野
口
博

士

の
少
年

時
代

」
「
小

判

の
賀
籠

」
「報

い
の
矢

」
「夜

叉
若

」

「
二

つ
の
袋
」

「
お

山

の
尊
念

さ

ん
」

「
火

の
子
水

の
子

」

な
ど
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(川
上
春
男
)

　

成

田

為

三

燻
裂

う
　

一
八
九
三

～

一
九
四
五

(明
26
～
昭

20
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

作

曲
家

。

一
九

一
四
年

東
京

音

楽
学

校

甲
種
師

範
科

入
学
。

山

田
耕
筰

に

つ
い
て
作
曲

を
学

び

、

一
五
年

に

は

『浜

辺

の
歌

』

(林
古
渓
詩
)
を

つ
く

っ
て

い
る
。

一
七
年

卒
業

の
後

、
佐

賀
師

範

教

諭
と

な

っ
た

が
、
作
曲

研

究

の
た

め
上
京

。

一
九
年

に
発

表

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

さ

れ
た

『
赤

い
鳥

小
鳥

』

と

『
か
な
り

や
』

(西
条
八
十
詩
)

は

好

評

で
、

成

田

の
名

は

全
国

的

に
知
ら

れ

る
よ
う

に
な

り
、

童

謡

の
作
曲

に
自

信
を

も
ち

創
作

童

謡

の
運
動

に
尽

く
し

た
。

ベ

ル
リ

ン
に
四
年

間
留
学

し

、
ド

イ

ツ

・
ロ
マ
ン
派

系

の

ロ
ー

ベ

ル
ト

.
カ

ー

ン

の
教

え
を

受

け
帰

国
後

は
、

当
時

、

日
本

の
楽

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ナ ン エ シ ロ ウ

団

に
紹

介
さ

れ

て

い
な
か

っ
た

対
位
法

・
和

声
学

な

ど

の
音
楽

理

論
書

を
著

作
。
彼

の
歌
曲

は

初
期

ロ

マ
ン
派

の
ス
タ

イ

ル
を

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
ホ

も

ち
、

童
謡

も
基
本

的

に
は
唱
歌

の

ス
タ

イ

ル
を

と

っ
て

い
る

が
、

き
わ

め

て
斬

新

で
芸
術
的

童
謡

の
土

台

と
な

っ
た

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

(司
　
明
生
)

　

南

江

治

郎

琉

恢
　

一
九
〇
二
～
八

二
(明
35
～
昭
57
)

詩

人
、

人
形

劇
研

究
家
。

筆
名

に

二
郎

も

用

い
た
。
京

都

府
亀

岡

市

に

生
ま

れ
、

早
稲

田
大
学

専
門

部
を

中
退
。

日
本

で
は

じ
め

て

の

現
代

人

形
劇
雑

誌

「
マ
リ

オ
ネ

ッ
ト
」
(
一
九
三
〇
⊥

二
一
)
、

「
人

形

芝
居

」

(三
二
～
三
三
)
を

編
集

・発

行
。

著
書

に
論

文

集

『人

形

劇

の
研
究

』
(
二
八
)
、

『
世
界

偶
人
劇

史

』

(三
三
)
が
あ

り
、

国

粋
化

傾
向

の
強

い
時
代

に
、
客

観

的
な

判
断

材
料

を

冷
静

に

提

供

し
続

け
た
。

戦
後

ユ
ネ

ス

コ
委

員
と

し

て
欧
米

に
留
学

、

代

表
作

『
世
界

の
人

形
劇
』
(
六
八
)
そ

の
他

を

出
版
。

元

N

H
K

専
務

理
事

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(中
谷
正
尚
)

　

ナ

ン
セ

ン

ス

づ
8

ωΦ
ロ
ω
Φ

一
般

的

に
は

〈無

意

味
、

馬

鹿
ら

し

さ
〉
な

ど
を

表
す

が
、
文
学

上

で

は
ナ

ン
セ

ン
ス
詩

、

ナ

ン

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ホ

セ

ン
ス

・
テ

ー

ル
、
物

語

の
よ
う

に

用

い
る
。

こ
と

ば
遊

び
を

も

伴
う

こ
と

が
あ

る
が
、

現
世
的

な
価

値

観
、

既
成

概
念

の
崩

壊

、
秩

序

か
ら

の
脱
却

が
潜
ん

で

い
て
、

そ

の
本
質

は
自

由

と

解
放

に
あ

る
。
ち

ょ
う

ど
現
実

と

の
さ
か

さ
ま

の
世
界

が
象

徴

す

る
よ
う

に
、
奇
妙

な
お

か
し

さ
と

遊
び

の
感
覚

に
あ

ふ
れ
〈
意

味

・
無

意
味

〉
〈
常

識

・
非
常
識

〉

と

い
う

概
念

を

超
え

た
と

こ

ろ

に
成
立

し
、
精

神

の
自

由

へ
の
欲

求

の
文
学

と
考

え

ら
れ

る
。

ホ
　
　
　
　
　
　
　

昔

話

や

わ

ら

べ

唄

に

も

宿

っ
て

い

る

が

、

独

自

の

文

学

と

し

て

伝

統

化

し

え

た

の

は

、

イ

ギ

リ

ス

で

あ

っ
た

。

わ

ら

べ

唄

を

は

じ

め

、
五

行

俗

謡

の

リ

メ

リ

ッ
ク

や

、
『さ

か

さ

ま

に
な

っ
た

世

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

界

』

(
一
八
世

紀

)
な

ど

の
チ

ャ

ッ
プ

ブ

ッ
ク

に

も

豊

か

に

宿

っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ホ

て

い

る
。

リ

メ

リ

ッ
ク

の
影

響

を

受

け

て

リ

ア

の

『
ナ

ン

セ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ボ

ス

の
本

』

(
一
八

四

六
)
が

生

ま

れ

、

ル
イ

ス

・
キ

ャ

ロ

ル

の

二

つ

の

「
ア

リ

ス

」

を

経

て

、

H

・
ベ

ロ

ッ
ク

『
悪

い

子

の
動

物

の

　

　

　

　

　

　

　

　

本

』

(九

六
)
、

E

・
リ

ン

ク

レ

イ

タ

ー

『月

に

吹

く

風

』

(
一
九

四

四
)
、

E

・
ジ

ュ
ー

ダ

『
ほ

ら

ふ

き

マ

ッ
ク

ス

』

(六

三
)
、

S

.

ミ

リ

ガ

ン

『
子

ど

も

の
た

め

の

ば

か

げ

た

詩

』
(同
)
な

ど

の
流

れ

を

つ
く

っ
た

。
な

お

ア

メ

リ

カ

に

も

、
『
ル
ー

タ

バ

ガ

物

語

』
(
二

二

)
を

書

い

た

C

・
サ

ン
ド

バ

ー

グ

、

『
テ

ィ

ラ

・
リ

ラ

』

の

L

.

リ

チ

ャ
ー

ズ

、

『
オ

ウ

ル

・ポ

ー

ル
』

(三

六
)
の

G

・
ラ

ウ

ン
ズ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ホ

『
ぞ

う

の

ホ

ー

ト

ン
卵

を

か

え

す

』

(
四

〇
)
の

ス

ー

ス

な

ど

の

ナ

ン

セ

ン

ス

風

の
作

家

や

詩

人

た

ち

が

い
る

。

そ

の

ほ

か

、

ソ

　

　

　

　

ホ

ビ

エ

ト

の
ネ

ク

ラ

ー

ソ

フ

『
ほ

ら

ふ

き

船

長

航

海

記

』
、

チ

ェ

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

ボ

ス

ロ
バ

キ

ア

の

K

・
チ

ャ

ペ

ッ
ク

『長

い
長

い
お

医

者

さ

ん

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

話

』

(=
二

)
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の

ケ

ル

ン

『
お

き

な

さ

い

フ

ェ

ル

デ

ィ

ナ

ン
ド

』

(六

五
)
な

ど

に

も

、

ナ

ン

セ

ン

ス

の
着

想

が

あ

る

。

日

本

の
風

土

で

は

ナ

ン

セ

ン

ス

は

な

じ

み

に

く

く

、

戦

前

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

で

は

排

斥

さ

れ

る

傾

向

に

あ

っ
た

が

、

千

葉

省

三

の

『
ワ

ン

ワ

ン
も

の

が

た

り

』
(
二
三

)
な

ど

が
あ

り

、
戦

後

に
な

っ
て

関

心

が

　

　

　

　

　

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

寄

せ

ら

れ

、

平

塚

武

二

『
い
ろ

は

の

い

そ

っ
ぷ

』
(五

三

)
、

寺

村

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

輝

夫

『
ぼ

く

は

王

さ

ま

』
(
六

一
)
、

谷

川

俊

太

郎

『
こ

と

ば

あ

そ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ニ イ ミナ ンキ

　
　

　
　

　
　

　

　

ぴ
う

た

』
(七
三
)
、
舟

崎
克

彦

『
ぽ

っ
ぺ
ん
先

生

の
日
曜

日
』
(七

三
)
な

ど

に
、
ナ

ン
セ

ン
ス

の
香

り
を

嗅
ぐ

。
　

　

(原
　

　
昌
)

　
南

部

修

太

郎

號

橘
た
ろ
う
　

一
八
九

二
～

一
九
三

六
(明

25
～
昭

n
)　

小

説
家

。
宮
城

県
仙

台
市

に
生
ま
れ

、
慶

応
大
学

文
学

科

卒
業

。
在

学

中

か
ら

「
三

田
文
学

」

に
翻
訳

や
小
説

を
発

表
。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

卒
業

後

同
誌

の
編

集

に
従
事

。
三

年
後

、
芥

川
龍
之

介

に
師
事

し

、
文
筆

生

活

に
入

る
。
『
若

き
入

獄
者

の
手

記
』
(
一
九
二
四
)
、

長

編

『
返

ら

ぬ
春
』
(
二
二
)
そ

の
他

の
著

作

が
あ
る
。

児
童

も

の

　

ホ　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
ホ

は

「
赤

い
鳥

」
に

『
小
人

の
謎

』
(
一
八
)
を
は

じ
め
三
作

を

、

「童

話

」
に

『
笛

の
手
柄

』
(二
六
)
一
作

を
寄

せ

て

い
る
。

ほ

か
に
多

く

の
令

女
小

説

・
少
女

小
説

が
あ

り
、

『
鳥
籠

』
(
二

一
)
、

『
月
光

の
曲

』

(二
七
)
な

ど

に
収

録
さ

れ

て

い
る
。　

　

　

(関
口
安
義
)

二

　
新

関
健

之
助

燃

雛

け
　

一
九
〇
〇
～
五
三
(明
33
～
昭
28
)

漫
画

家
。
東
京

浅

草

に
生
ま

れ
、
東

京
府

立
第

三
中
学

校
卒

業
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ホ

区
役

所
勤

務

、
挿

絵
画

家
を

経

て
、
漫

画

に
専
心
す

る
。

戦
前

は
新

関
青

花

名

で
、
『
ト

ツ
カ

ン
水
兵

』
(
一
九
三
四
)
、

『象

さ

ん

豆

日
記
』

(三
九
)
、

『
北
極

探
険

』

(四
〇
)
な
ど

、
主

に
中
村

書

店

で
単
行

本
を

出
版

。
戦

後

は
雑
誌

に
舞

台
を

移
し

て
、

良
心

的
な

幼
年

漫
画

を
数

多
く

残

し
た
。

代
表

作

に

ユ
ー

モ
ア
あ

ふ

れ

る
動
物

漫
画

『
か
ば

大
王

さ
ま

』
(
一
九
四
九
～
五
三

「小
学
三

年
生
」
)
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

,
　

　

　

　

(竹
内
オ
サ
ム
)

　
新

美

南

吉

馨
舘

ち
　

一
九

一
三
～
四

二
(大

2
～
昭
18
)

児
童

文
学

作
家

。
本

名

正
八
。

新
美

は

母
方

の
姓
。
愛

知

県
知

多

郡

半

田
町

に
生

ま
れ

る
。
中

学

二
年

の
こ
ろ
か
ら

文
学

に
興

味
を

も

ち
童

話
、
童

謡

、
詩
、

小

説
な

ど
広
く

読

み
上
級

生
と

同
人

誌

「
オ

リ
オ

ン
」

を
出
す

。

一
九

三

一
年

中
学

を
卒

業
。

小
学

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

校
代

用
教

員

を
務

め
る

か
た

わ
ら

「
赤

い
鳥
」

に
投

稿
、

童

話

『
正
坊

と
ク

ロ
』

『
張

紅
倫
』
な
ど

が
入

選
、

ま
た

そ

の
童

謡

も

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

北
原

白
秋

に
認
め

ら
れ

、
門

下

の
巽

聖
歌

ら

に
よ

る
童
謡

誌

「
チ

チ

ノ
キ

」

に
参
加

す
る
。

翌

年
東
京

外

国
語
学

校
英

語
部

に
入

学
。

『
ご
ん
狐

』
は

こ

の
年

の

「赤

い
鳥

」

一
月
号

に
掲
載

さ

れ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ネ

て

い
る
。

し

か

し
白
秋

が
鈴

木
三

重
吉

と
不

和
、

「
赤

い
鳥
」
を

去

っ
た

こ
と

で
、

門
下

の
巽

と

と
も

に
南

吉

も

「赤

い
鳥

」

を

離

れ

る
。

三

五
年

、
童

話
集

刊
行

の
話

が
あ

り

ユ
ニ
ー

ク
な

幼

年

童
話

三
〇

余
編

を

一
気

に
書
く

が
、
刊
行

に
至
ら

な

か

っ
た
。

三
六
年

卒
業

し

た
が
志

望

の
教
職

に

つ
け
ず

、
神

田

の
貿
易

商

会

に
勤

め
た

が
、

二
度

目

の
喀
血

を

し
て
帰

郷
。

翌
三

七
年

郷

里

に
近

い
河

和

小
学
校

の
助

教
、

さ
ら

に

は
杉
治
商

会

で
、

屈

辱

的
低

賃
金

の
生
活

の
中

で
悶

々
と

し
て

日
を
送

っ
た

が
、

三

八
年
県

立
安

城
高

女

の
教
諭

と

な
り

以
後
生

活

の
安
定

の
中

で
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